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当日資料 1 

2025年 3月 26日 

 

令和６年度 
 

緊急ショートステイ運営委員会 年度報告 

（地域生活支援拠点登録事業所連絡会同日開催） 
 

テーマ 

1 

2 

3 

緊急ショートステイ運営員会の開催による事業評価と検討及び本会実績報告 

上小圏域の地域生活支援拠点に関する事業内容の周知と情報提供 

上小地域施設連絡協議会を通じて、地域生活支援拠点への 5つの機能の登録の推進 

上小圏域第 7期障害福祉計画重点施策の該当項目 

 
■ 地域生活支援拠点の強化に向けて、拠点機能を担う事業者登録の推進と地域定着支援

台帳整備の更なる推進を図ります。 
 

■活動予定 

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月 

  委員会          委員会          委員会 

 

■活動内容 

開催月 活動概要 

第 1回 

5月 13日 

1. 第 1部 令和 6年度委員会事業計画について 

ア）令和 6年度の緊急ショートステイ事業推進について 

 イ）令和 5年度実績報告並びに委託事業所課題の共有 

2. 第 2部 上小圏域地域生活拠点登録事業所連絡会（ハイブリッド開催） 

 ア）報酬改定を受けての加算届等、拠点登録の推進説明 

 場所：上田市ふれあい福祉センター 

第 2回 

10月 4日 

1. 第１部 上半期緊急ショートステイ運営委員会中間報告 

ア）上半期の緊急ショート実績の検証と課題検討 

2．第 2部 上小圏域地域生活拠点登録事業所連絡会 

ア）拠点登録事業所間の情報交換（ネットワーク構築に向けて） 

イ）令和６年度 報酬改定に伴う地域生活支援拠点の登録後の課題共有 

 ウ）強度行動障害実態調査に関する協力依頼事項の説明 

場所：上田市ふれあい福祉センター 

第 3回 

3月 17日 

1. 第 1部 令和 6年 2月までの緊急ショートステイ運営委員会中間報告 

ア）2月までの実績の検証と課題検討 

2. 第 2部 上小圏域地域生活拠点登録事業所連絡会 

ア）地域課題の検討並びに次年度に向けた拠点登録の推進説明 

適時 1. 事務局会議（運営委員会内検討）地域生活支援拠点に伴う課題の検討 

適時 1. 地域生活支援拠点コーディネーターの圏域課題の検討会 

 



■考察・来年度に向けて 

 本年度より、上小圏域地域生活拠点登録事業所連絡会を緊急ショートステイ運営委員会後に開催し、

情報共有の機会を年 3回作りました。 

 

地域生活支援拠点コーディネーター事業 

障害福祉サービス事業所の立ち上げ移行、東御市内の緊急ショートステイ事業の推進について法人

へ推進を図って参りました。 

令和 6 年度に、東御市のみまき福祉会の共生型短期入所施設が、上小圏域の緊急ショートステイ事業

者として登録し、令和 7年度より輪番施設に加わり実践を予定している。 

 

 緊急相談支援体制の整備として、相談支援事業所の地域生活支援拠点の登録により、24時間の相談

支援体制の整備を目標に、相談強化（加算）事業所の推進を図り、地域生活拠点の強化に向けて圏域

内一定のエリア内に 24時間の相談支援事業所の設置を図ることが出来ました。 

 指定特定相談支援事業所の機能強化型事業所指定（一部共同連携による指定） 

 東御市 上田市（真田・丸子・市内）長和町それぞれに、相談支援の拠点が設置が出来た。  

 

■参加機関 

福祉事業所 

拠点委託法人の代表者（理事長・施設長・事業所責任者など） 

自立生活援助事業所管理者・サービス管理責任者 

地域生活支援拠点登録事業所の管理者・責任者 

機能強化型相談支援事業所 管理者・相談支援専門員（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ事業所） 

行政機関 
東御市福祉課係長、長和町町民福祉課係長、 

青木村住民福祉課係長、長野県上田保健福祉事務所福祉課係長 

委員長 上田市障がい者支援課 係長 

事務局 上小圏域基幹相談支援センター  
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令
和
6
年
度
（
1
0
月
～
2
月
末
）

上
小
圏
域
地
域
生
活
支
援
拠
点
（
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
振
り
返
り

輪
番
法
人
質
問
事
項

輪
番
月
に
限
ら
ず
、
利
用

者
及
び
そ
の
家
族
等
の
緊

急
に
よ
り
、
短
期
入
所
を

受
け
入
れ
た
ケ
ー
ス
数

左
記
で
、
ケ
ー
ス
を
受
け
入
れ
た
緊
急
内
容

虐
待
案
件
で

の
緊
急
保
護

と
し
て
、
短

期
入
所
で
受

け
入
れ
た

ケ
ー
ス
数

体
験
利
用
な
ど
の
計

画
的
な
短
期
入
所
の

受
け
入
れ
た
ケ
ー
ス

数
左
記
で
、
体
験
利
用
と
し
て
受
け
入
れ
た
内
容

貴
法
人
の
相
談
支

援
専
門
員
に
よ
る
、

緊
急
受
入
調
整
に

よ
り
、
短
期
入
所

利
用
を
受
け
入
れ

た
ケ
ー
ス
数

と
も
い
き
ラ
イ
フ
住
吉

4
介
護
者
の
体
調
不
良
（
入
院
等
）
に
よ
る
受
入
（
2
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
な
ど
）
に
よ
る
受
入
（
2
件
）

※
法
人
内
・
法
人
外
ケ
ー
ス
の
受
入

0
7

法
人
内
利
用
者

入
所
を
目
的
と
し
た
も
の
（
3
件
）

介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
を
目
的
と
し
た
も
の
（
3
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
に
よ
る
も
の
（
1
件
）

※
重
度
の
ケ
ー
ス
は
、
早
番
・
遅
番
職
員
を
増
員
し
て
受
入

2
件

上
記
の
う
ち
輪
番
月

1
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

2

第
三
上
田
ひ
も
ろ
木
園

2

介
護
者
の
体
調
不
良
（
入
院
等
）
に
よ
る
受
入
（
1
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
な
ど
）
に
よ
る
受
入
（
1
件
）

0
0

※
強
度
行
動
障
が
い
者
の
受
入
は
、
支
援
力
あ
る
職
員
を
増
員
し
て
受
け

る
こ
と
が
必
要
（
ま
た
、
法
人
同
士
で
の
支
援
情
報
の
共
有
が
図
れ
る
こ

と
が
、
安
心
し
て
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
っ
た
。

１
件

※
輪
番
月
以
外

上
記
の
う
ち
輪
番
月

1
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

1

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

か
り
が
ね

3
介
護
者
の
体
調
不
良
（
入
院
等
）
に
よ
る
受
入
（
2
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
な
ど
）
に
よ
る
受
入
（
1
件
）

※
ロ
ン
グ
シ
ョ
ー
ト
な
っ
て
し
ま
う
場
合
は
、
圏
域
内
で
も
情

報
共
有
し
な
い
と
、
輪
番
月
に
シ
ョ
ー
ト
枠
が
埋
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

0

8

法
人
内
外

利
用
者

入
所
を
目
的
と
し
た
も
の
（
6
件
）

生
活
リ
ハ
ビ
リ
に
て
、
G
H
の
生
活
に
戻
る
た
め
（
1
件
）

受
け
入
れ
先
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
（
1
件
）

2
件

上
記
の
う
ち
輪
番
月

1
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

2

上
田
悠
生
寮

0

※
受
入
調
整
の
打
診
は
あ
っ
た
が
、
利
用
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

0

8

法
人
内
外

利
用
者

入
所
を
目
的
と
し
た
も
の
（
2
件
）

介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
を
目
的
と
し
た
も
の
（
3
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
に
よ
る
も
の
（
1
件
）

※
手
薄
な
遅
番
・
早
番
に
は
、
サ
ビ
管
等
が
支
援
協
力
に
入
っ
て
の
受
入

が
必
要
で
あ
っ
た
。

0
上
記
の
う
ち
輪
番
月

0
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

0

山
の
子
学
園
共
同
村

9
介
護
者
の
体
調
不
良
（
入
院
等
）
に
よ
る
受
入
（
4
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
な
ど
）
に
よ
る
受
入
（
5
件
）

※
輪
番
月
は
、
法
人
外
3
件
、
法
人
内
1
件

0

7

法
人
内
外

利
用
者

入
所
を
目
的
と
し
た
も
の
（
7
件
）

介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
を
目
的
と
し
た
も
の
（
4
件
）

※
強
度
行
動
障
が
い
者
等
、
職
員
を
手
厚
く
す
る
配
置
は
、
サ
ビ
管
が
協

力
に
入
っ
た
。

9
件

上
記
の
う
ち
輪
番
月

4
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

0

し
い
の
み
療
護
園

（
上
田
し
い
の
み
園
）

0

0
0

定
期
的
な
利
用
者
は

カ
ウ
ン
ト
無

※
今
後
も
、
緊
急
時
の
支
援
に
は
、
職
員
の
確
保
が
必
要
と
な
る
課
題
が

出
て
い
る
。

0
上
記
の
う
ち
輪
番
月

0
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

0 受
総
合
計

1
8

輪
番
月
受
入
合
計

7

相
談
支
援
調
整
受
入
合
計

1
4



事
務
局
か
ら

・
行
動
障
害
も
医
療
的
ケ
ア
児
者
の
受
入
体
制
が
整
わ
ず
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

・
緊
急
の
受
入
商
会
の
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
必
要
な
勤
務
者
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
確

保
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
配
置
の
不
足
を
受
け
る
形
で
サ
ビ
管
等
の
負
担
が
総
統

に
増
し
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
か
に
無
理
が
か
か
る
こ
と
も
致
し
方
た
無
い
部
分
が

あ
り
、
今
後
も
輪
番
月
に
は
事
業
所
の
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
ロ
ン
グ
で
の
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
情
報
は
上
田
市
へ

報
告
が
入
る
が
、
圏
域
と
し
て
は
情
報
共
有
す
る
機
会
を
作
っ
て
行
く
必
要
が
あ

る
。



令
和
6
年
度
中
間
報
告
（
4
月
～
2
月
末
）

上
小
圏
域
地
域
生
活
支
援
拠
点
（
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
振
り
返
り

輪
番
法
人

質
問
事
項
輪
番
月
に
限
ら
ず
、
利
用

者
及
び
そ
の
家
族
等
の
緊

急
に
よ
り
、
短
期
入
所
を

受
け
入
れ
た
ケ
ー
ス
数

左
記
で
、
ケ
ー
ス
を
受
け
入
れ
た
緊
急
内
容

虐
待
案
件
で
の

緊
急
保
護
と
し

て
、
短
期
入
所

で
受
け
入
れ
た

ケ
ー
ス
数

体
験
利
用
な
ど

の
計
画
的
な
短

期
入
所
の
受
け

入
れ
た
ケ
ー
ス

数

左
記
で
、
体
験
利
用
と
し
て
受
け
入
れ
た
内
容

貴
法
人
の
相
談
支
援

専
門
員
に
よ
る
、
緊

急
受
入
調
整
に
よ
り
、

短
期
入
所
利
用
を
受

け
入
れ
た
ケ
ー
ス
数

と
も
い
き
ラ
イ
フ

住
吉

5
在
宅
か
ら
、
介
護
者
の
体
調
不
良
（
入
院
等
）
に
よ
る
受
入
れ
を
、
相
談

支
援
専
門
員
が
緊
急
調
整
（
１
件
）

介
護
者
の
体
調
不
良
（
入
院
等
）
に
よ
る
受
入
（
2
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
な
ど
）
に
よ
る
受
入
（
2
件
）

0
1
7

入
所
を
目
標
と
し
体
験
利
用
す
る
も
の
（
7
）

介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
等
）
に
よ
る
も
の
（
1
）

そ
の
他
［
ご
家
族
の
手
術
等
に
お
け
る
計
画
入
院
に
よ
る
も
の
（
2
）

入
所
を
目
的
と
し
た
も
の
（
3
件
）

介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
を
目
的
と
し
た
も
の
（
3
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
に
よ
る
も
の
（
1
件
）

2
件

上
記
の
う
ち
輪
番
月

2
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

2

第
三
上
田

ひ
も
ろ
木
園

3
在
宅
か
ら
、
介
護
者
の
体
調
不
良
（
入
院
等
）
に
よ
る
受
入
れ
を
、
相
談

支
援
専
門
員
が
緊
急
調
整
（
1
件
）

(以
後
、
ロ
ン
グ
S
S
と
な
っ
た
）

介
護
者
の
体
調
不
良
（
入
院
等
）
に
よ
る
受
入
（
1
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
な
ど
）
に
よ
る
受
入
（
1
件
）

0
1

在
宅
か
ら
、
入
所
を
目
標
と
し
体
験
利
用
（
1
）

２
件

上
記
の
う
ち
輪
番
月

1
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

2

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

か
り
が
ね

5
在
宅
か
ら
、
介
護
者
の
一
時
不
調
（
レ
ス
パ
イ
ト
等
）
に
よ
る
も
の

（
１
）
在
宅
か
ら
、
そ
の
他
：
地
震
が
心
配
（
１
）

内
、
相
談
支
援
専
門
員
が
緊
急
調
整

介
護
者
の
体
調
不
良
（
入
院
等
）
に
よ
る
受
入
（
2
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
な
ど
）
に
よ
る
受
入
（
1
件
）

0
1
7

在
宅
か
ら
、
介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
を
目
的
と
し
た
も
の
（
6
）

在
宅
か
ら
、
介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
等
）
に
よ
る
（
1
）

入
院
・
G
H
か
ら
、
入
所
を
目
標
と
し
体
験
利
用
す
る
も
の
（
1
）

入
所
を
目
的
と
し
た
も
の
（
6
件
）

生
活
リ
ハ
ビ
リ
に
て
、
G
H
の
生
活
に
戻
る
た
め
（
1
件
）

受
け
入
れ
先
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
（
1
件
）

５
件

上
記
の
う
ち
輪
番
月

2
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

3

上
田
悠
生
寮

1

入
院
・
G
H
か
ら
、
受
入
れ
が
困
難
に
な
っ
た
事
に
よ
る
利
用
（
１
件
）

0
1
5

入
所
を
目
標
と
し
体
験
利
用
す
る
も
の
（
2
）

介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
を
目
的
と
し
た
も
の
（
３
）

介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
等
）
に
よ
る
も
の
（
1
）

入
院
・
G
H
か
ら
入
所
を
目
標
と
し
体
験
利
用
す
る
も
の
（
1
）

入
所
を
目
的
と
し
た
も
の
（
2
件
）

介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
を
目
的
と
し
た
も
の
（
3
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
に
よ
る
も
の
（
1
件
）

0

上
記
の
う
ち
輪
番
月

1
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

0

山
の
子
学
園
共
同

村

1
4

在
宅
生
活
か
ら
、
介
護
者
の
体
調
不
良
（
入
院
等
）
に
よ
る
受
入
れ
（
3
）

在
宅
生
活
か
ら
、
介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
等
）
に
よ
る
受
入
れ
（
1
）

在
宅
生
活
か
ら
、
そ
の
他
：
一
時
車
椅
子
生
活
の
間
（
1
）

内
、
相
談
支
援
専
門
員
が
緊
急
調
整
（
５
）

介
護
者
の
体
調
不
良
（
入
院
等
）
に
よ
る
受
入
（
4
件
）

介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
な
ど
）
に
よ
る
受
入
（
5
件
）

0
1
5

在
宅
か
ら
、
入
所
を
目
標
と
し
体
験
利
用
す
る
も
の
（
4
）

在
宅
か
ら
、
介
護
者
の
一
時
不
在
（
法
事
等
）
に
よ
る
も
の
（
３
）

在
宅
か
ら
、
そ
の
他
：
体
験
利
用
（
1
）

入
所
を
目
的
と
し
た
も
の
（
7
件
）

介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
を
目
的
と
し
た
も
の
（
4
件
）

１
４
件

上
記
の
う
ち
輪
番
月

6
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

5

し
い
の
み
療
護
園

（
上
田
し
い
の
み

園
）

1

虐
待
（
そ
の
疑
い
）
の
た
め
受
入
れ
を
相
談
支
援
専
門
員
が
緊
急
調
整

0
0

1
件

上
記
の
う
ち
輪
番
月

1
相
談
支
援
専
門
員
の
調
整

1

受
総
合
計

2
9

輪
番
月
受
入
合
計

1
3

相
談
支
援
調
整
受
入
合
計

2
4



事
務
局
か
ら

・
強
度
行
動
障
害
の
方
や
精
神
疾
患
の
方
で
あ
る
と
、
ユ
ニ
ッ
ト
環
境
も
な
く
刺
激
の
影
響
が
大
と

な
り
、
不
安
定
さ
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
基
本
は
2
泊
3
日
の
緊
急
対
入
れ
を
い
た
だ
く
間
に
、
次
の
受
入
れ
先
を
探
す
対
応
と
な
る
の
で
す

が
、
本
人
の
行
動
特
性
な
ど
か
ら
受
入
れ
先
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
事
案
が
増
加
し
て
い
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
（
上
田
市
）

・
課
題
整
理
と
し
て
は
、
個
別
事
例
で
ニ
ー
ズ
も
違
い
、
事
業
所
間
や
行
政
・
基
幹
C
等
、
会
議
の

場
も
活
用
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
対
応
方
法
や
資
源
状
況
を
調
整

す
る
こ
と
が
重
要
。

・
介
護
者
の
高
齢
化
で
、
入
院
な
ど
に
よ
る
緊
急
ケ
ー
ス
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
資
源
状
況
と
の
バ

ラ
ン
ス
も
今
後
見
据
え
て
実
態
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
行
動
障
害
も
医
療
的
ケ
ア
児
者
の
受
入
体
制
が
整
わ
ず
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

・
緊
急
の
受
入
商
会
の
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
必
要
な
勤
務
者
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
配
置
の
不
足
を
受
け
る
形
で
サ
ビ
管
等
の
負
担
が
相
当
に
増
し
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
か

に
無
理
が
か
か
る
こ
と
も
致
し
方
た
無
い
部
分
が
あ
り
、
今
後
も
輪
番
月
に
は
事
業
所
の
責
任
を

果
た
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
ロ
ン
グ
で
の
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
情
報
は
上
田
市
へ
報
告
が
入
る
が
、

圏
域
と
し
て
は
情
報
共
有
す
る
機
会
を
作
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
。



令
和
6
年
度
の
振
り
返
り
（
圏
域
課
題
集
約
）

・
強
度
行
動
障
害
の
方
や
精
神
疾
患
の
方
で
あ
る
と
、
ユ
ニ
ッ
ト
環
境
も
な
く
刺
激
の
影
響
が
大
と
な
り
、
不

安
定
さ
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
基
本
は
2
泊
3
日
の
緊
急
対
入
れ
を
い
た
だ
く
間
に
、
次
の
受
入
れ
先
を
探
す
対
応
と
な
る
の
で
す
が
、
本
人

の
行
動
特
性
な
ど
か
ら
受
入
れ
先
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
事
案
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

・
課
題
整
理
と
し
て
は
、
個
別
事
例
で
ニ
ー
ズ
も
違
い
、
事
業
所
間
や
行
政
・
基
幹
C
等
、
会
議
の
場
も
活
用

し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
対
応
方
法
や
資
源
状
況
を
調
整
す
る
こ
と
が
重
要
。

・
介
護
者
の
高
齢
化
で
、
入
院
な
ど
に
よ
る
緊
急
ケ
ー
ス
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
受
け
入
れ
る
社
会
資
源
状
況

と
の
バ
ラ
ン
ス
も
今
後
見
据
え
て
実
態
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
行
動
障
害
も
医
療
的
ケ
ア
児
者
の
受
入
体
制
が
整
わ
ず
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

・
緊
急
の
受
入
商
会
の
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
必
要
な
勤
務
者
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

配
置
の
不
足
を
受
け
る
形
で
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
等
の
負
担
が
相
当
に
増
し
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
か
に
無
理

が
か
か
る
こ
と
も
致
し
方
な
い
部
分
が
あ
り
、
今
後
も
輪
番
月
に
は
事
業
所
の
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
（
緊
急
時
受
入
で
の
支
援
体
制
を
強
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
は
、

勤
務
体
制
を
厚
く
し
た
り
、
管
理
者
が
応
援
に
入
る
な
ど
等
の
実
態
が
あ
る
。
）

・
ロ
ン
グ
で
の
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
情
報
は
上
田
市
へ
報
告
が
入
る
が
、
圏
域
と

し
て
は
情
報
共
有
す
る
機
会
を
作
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
。



地
域
生
活
支
援
拠
点
登
録
事
業
者
連
絡
会

（
令
和
6
年
度
の
振
り
返
り
）

・
相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
支
援
専
門
員
の
専
任
化
と
複
数
化
及
び
、
共
同
連
携
に
よ

る
機
能
強
化
型
相
談
支
援
事
業
所
の
指
定
に
伴
い
、
2
4
時
間
の
相
談
支
援
体
制
（
地
域

生
活
支
援
拠
点
へ
の
登
録
）
の
推
進
が
図
れ
た
。

・
事
前
に
短
期
入
所
な
ど
の
対
応
が
必
要
な
ケ
ー
ス
の
相
談
か
ら
、
事
前
に
体
験
利
用

な
ど
を
済
ま
せ
て
、
当
日
利
用
を
調
整
す
る
等
、
緊
急
時
支
援
に
至
ら
ず
事
前
調
整
が

図
ら
れ
た
。
本
年
も
、
介
護
者
で
あ
る
ご
両
親
な
ど
ご
家
族
の
入
院
や
手
術
等
で
の

ケ
ー
ス
が
増
え
て
来
て
お
り
、
事
前
体
験
等
の
調
整
機
能
が
今
後
重
要
と
な
る
傾
向
が

高
ま
っ
て
い
る
。

・
緊
急
時
支
援
時
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
さ
れ
て
、
拠
点
登
録
台
帳
整
備
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
、

相
談
支
援
と
短
期
入
所
事
業
所
と
で
働
き
掛
け
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

・
本
年
度
は
成
果
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
通
所
事
業
所
や
訪
問
系
事
業
所
の
拠
点
登
録

の
推
進
と
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
連
絡
会
で
も
共
有
し
た
。



令
和

7
年

度
 
上

小
圏

域
地

域
生

活
支

援
拠

点
に

関
わ

る
緊

急
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

（
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
）

輪
番

表
身

体
・

医
ケ

ア
対

応
運

営
委

員
会

ほ
か

4
月

り
ん

ど
う

の
会

上
田

し
い

の
み

会
委

託
契

約
の

締
結

（
4
/
1
）

5
月

か
り

が
ね

福
祉

会
上

田
し

い
の

み
会

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

委
員

会
　

　
予

定
：

5
月

2
3
日

（
金

）
午

前

6
月

り
ん

ど
う

信
濃

会
上

田
し

い
の

み
会

7
月

樅
の

木
福

祉
会

上
田

し
い

の
み

会

8
月

上
田

明
照

会
上

田
し

い
の

み
会

9
月

み
ま

き
福

祉
会

上
田

し
い

の
み

会
※

新
規

開
始

　
み

ま
き

福
祉

会

1
0
月

り
ん

ど
う

の
会

上
田

し
い

の
み

会
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
委

員
会

（
令

和
７

年
度

の
上

半
期

検
証

）

1
1
月

か
り

が
ね

福
祉

会
上

田
し

い
の

み
会

1
2
月

り
ん

ど
う

信
濃

会
上

田
し

い
の

み
会

1
月

樅
の

木
福

祉
会

上
田

し
い

の
み

会

2
月

上
田

明
照

会
上

田
し

い
の

み
会

3
月

み
ま

き
福

祉
会

上
田

し
い

の
み

会
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
委

員
会

（
令

和
７

年
度

の
検

証
と

次
年

度
計

画
）

翌
年

度
契

約
に

向
け

て
の

事
務

取
扱

い
（

中
下

旬
）

令
和

７
年

度
№

年
度

担
当

メ
モ

開
始

年
月

日
事

業
所

名

1
R
6

施
設

入
所

令
和

6
年
4
月
1
日

と
も

い
き

ラ
イ

フ
住

吉

2
R
6

施
設

入
所

令
和

6
年
4
月
1
日

障
害

者
支

援
施

設
　

上
田

悠
生

寮

3
R
6

施
設

入
所

令
和

6
年
4
月
1
日

山
の

子
学

園
共

同
村

4
R
6

施
設

入
所

令
和

6
年
4
月
1
日

第
三

上
田

ひ
も

ろ
木

園

5
R
6

施
設

入
所

令
和

6
年
4
月
1
日

し
い

の
み

療
護

園

6
R
6

施
設

入
所

令
和

6
年
4
月
1
日

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
か

り
が

ね

7
R
6

短
期

入
所

令
和

6
年
9
月
1
日

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
・

ケ
ア

ポ
ー

ト
み

ま
き

1
0

R
6

基
幹

相
談

令
和

6
年
4
月
1
日

上
小

地
域

障
害

者
自

立
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー

1
1

R
6

相
談

令
和

6
年
4
月
1
日

相
談

支
援

事
業

所
　

カ
ナ

ン

1
2

R
6

相
談

（
連

携
①

）
令
和

6
年
4
月
1
日

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ネ

ッ
ト

な
が

の

相
談

セ
ン

タ
ー

上
田

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ネ

ッ
ト

な
が

の

児
童

相
談

セ
ン

タ
ー

上
田

1
3

R
6

相
談

（
連

携
①

）
令
和

6
年
4
月
1
日

相
談

支
援

事
業

所
G
O
！

1
4

R
6

相
談

（
連

携
①

）
令
和

6
年
4
月
1
日

ご
き

げ
ん

ス
ペ

ー
ス

相
談

室

1
5

R
6

相
談

（
連

携
①

）
令
和

6
年
4
月
1
日

ク
ロ

エ
相

談
支

援
室

1
6

R
6

相
談

令
和

7
年
3
月
1
日

や
す

ら
ぎ

1
7

R
6

相
談

令
和

6
年
4
月
1
日

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

わ
っ

こ

1
8

R
6

相
談

令
和

6
年
4
月
1
日

つ
つ

じ

1
9

R
6

相
談

（
連

携
②

）
令
和

6
年
4
月
1
日

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

み
ま

き

2
0

R
6

相
談

（
連

携
②

）
令
和

6
年
4
月
1
日

笑
明

日

2
1

R
6

相
談

(
連
携

③
)
令
和

6
年
1
0
月
1
1
日

相
談

支
援

事
業

所
ハ

レ
ノ

ヒ

2
2

R
6

相
談

(
連
携

③
)
令
和

6
年
1
1
月
1
3
日

相
談

支
援

事
業

所
ハ

レ
ノ

ヒ

2
3

R
6

相
談

(
連
携

③
)
令
和

6
年
1
0
月
1
日

相
談

支
援

事
業

所
あ

ゆ
み

2
4

R
6

相
談

(
連
携

③
)
令
和

6
年
4
月
1
日

相
談

支
援

事
業

所
と

ら
い

あ
ん

ぐ
る

2
5

R
6

相
談

(
連
携

④
)
令
和

6
年
1
1
月
2
6
日

ム
ネ

マ
ル

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

2
6

R
6

相
談

(
連
携

④
)
令
和

6
年
1
1
月
1
3
日

相
談

支
援

事
業

所
m
o
m
o
 
e
t
 
f
u
k
u

2
7

R
6

相
談

(
連
携

④
)
令
和

6
年
1
1
月
1
3
日

相
談

支
援

事
業

所
 
せ

せ
ら

ぎ

2
8

R
6

相
談

(
連
携

④
)
令
和

6
年
1
1
月
3
0
日

R
o
j
i



2025年 3月 26日 

令和６年度 

強度行動障害支援体制整備検討委員会 年度報告 

テーマ 

1 

2 

3 

4 

第 7期障害福祉計画/第 3期障害児福祉計画の進捗管理 

上小圏域の強度行動障害児者実態調査の集約 

強度行動障害児者のニーズ把握 

強度行動障害児者の支援体制整備に向けた検討 

上小圏域第 7期障害福祉計画重点施策の該当項目 

 
■ 強度行動障がいを有する障がい児者のニーズ実態を把握し、支援体制の強化に向けた 

協議を進めます。 
 

■活動予定 ※上田市全体会 

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月 

事務局
会議 

 委員会    委員会    委員会      委員会    委員会   

 

■活動内容（別紙：上小圏域強度行動障害実態調査報告） 

開催月 活動概要 

上田市 

5月 1日 

委員会の立ち上げ準備検討（事業計画・検討委員の選定・実態調査方法と様式）  

場所：上田市役所 

第 2回 

5月 14日 

上小圏域の実態調査方法の検討   

 ※運営委員会内での事業計画案の検討 

場所：上田市ふれあい福祉センター 

第 3回 

5月 29日 

上小圏域の実態調査と支援課題のヒアリングに向けての依頼 

 ※上小地域施設連絡協議会 代表者会議での調査実施依頼と説明 

場所：オンライン 

第 4回 

7月 19日 

障がい福祉計画推進に基づく、強度行動障害児者実態調査について 

場所：上田市ふれあい福祉センター 

第 5回 

9月 27日 

第 52回 上小圏域障がい者自立支援協議会への報告整理 

上小圏域の実態調査の集計結果と本会報告内容の検討 

事業所アンケート調査及びヒアリング調査に向けた検討 

場所：上田市ふれあい福祉センター 

第 6回 

12月～3月 

重点施策等のニーズ把握（事業所アンケート・ヒアリング調査）の実施 

 12月までの事業所アンケートを集計し、2月～3月でヒアリングと検証を実施 

場所：上田市ふれあい福祉センター 

第 7回 

2月 21日 

重点施策等の本年度最終報告に向けて実施 

 運営委員会へアンケート集計及び一部のヒアリング内容を報告 

 第 53回協議会本会には、最終報告書の提出を予定 

（市町村には集計内容を事前報告予定） 

場所：上田市ふれあい福祉センター 

適時 運営員会内での情報共有と検討 

日程未定 
1. 上小地域施設連絡協議会代表者会議等の開催に合わせて情報提供・情報共有 

2.支援事業所アンケート並びにヒアリング（下半期予定） 



■考察・来年度に向けて 

 年度前半は、障害支援区分や加算スコアを活用して、強度行動障害児者の実態調査（人数及び区分

など）を 10月の協議会本会に報告済み。 

 集計データを基に支援機関（生活介護・入所施設・行動援護・重度包括支援・放課後デイサービス）

に事業所アンケート調査を実施して集計した。その上で、事業者へヒアリングを実施し、ニーズ分析

を実施し、3月の協議会本会報告とした。 

 本年度は、調査による実態把握とニーズ把握に努め、次年度は支援機関との本格的な検討を年度前

半に進めて、圏域としての社会資源の開発やニーズに基づく支援体制整備を次年度推進に向けて本格

的検討を予定したいと考えている。 

 

■参加機関 

行政機関 

上田市障がい者支援課 係長  担当者 
上田市丸子地域自治センター市民サービス課 担当職員 
上田市真田地域自治センター市民サービス課 担当職員 
上田市武石地域自治センター市民サービス課 担当者 
東御市福祉課 担当職員 
東御市こども家庭支援課 担当職員 

長和町町民福祉課 担当職員 
青木村住民福祉課 担当職員 

協力委員 

上小圏域内施設（強度行動障害支援施設関係者） 
 入所施設・生活介護施設・重度障害者包括支援事業所・行動援護事業所 
居宅介護事業所・共同生活援助（日中支援型事業所など） 

 移動支援事業所 
 上小圏域強度行動障害専門チームなど 

委員長 長野県上田保健福祉事務所 福祉課 係長 

事務局 上小圏域基幹相談支援センター 所長 地域生活支援拠点コーディネーター 

 

 















2025年 3月 26日 

令和６年度 

 権利擁護委員会(虐待・権利) 年度報告 

テーマ 

1 

 

2 

3 

「障がい者虐待の防止、障がい者の養護者に対する支援に関する法律（障がい者虐待

防止法）」圏域内研修の企画・運営 

上小圏域内虐待案件の検証の実施 

事業所内虐待防止研修の推進 

地域共生社会作りを目指して 

 
■ 

■ 

障害者虐待防止法及び障害者差別解消法の周知 

インクルージョンの推進 

■活動予定 

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月 

  委員会  研修      委員会        委員会  委員会   

■活動内容 

月 活動概要 

第 1回 

5月 14日 

1.年度計画の確認 

2.圏域内障がい者虐待防止センター等虐待防止・権利擁護合同研修について 

 場所：上田市ふれあい福祉センター2階 市民ホール 

研修 

6月 25日 

  28日 

圏域内障がい者虐待防止センター等虐待防止・権利擁護合同研修 

 【参加者】 

市町村虐待防止センター職員、上田保健福祉事務所福祉課担当職員、 

  上小圏域成年後見センター担当職員、就業・生活支援センター職員、基幹相談 

支援センター職員 

【日時/場所/参加人数（委員含む）】 

25日/東御市総合福祉センター2階 201,202研修室（14：00～16：00）/23名 

28日/丸子地域自治センター4階 講堂（15：00～17：00）/21名 

 【内容】 

  事前学習：令和 6年度長野県障がい者支援課による障害者虐待防止センター初任者 

研修資料の読み込み、障害者虐待防止法の概要に関する研修資料の動画の視聴 

  当日：事例を通してのグループワーク 

第 2回 

9月 27日 

1. 圏域内障がい者虐待防止センター等虐待防止・権利擁護合同研修の振り返りと次年度

に向けて 

2. 障がい者虐待対応フロー図について 

3. 虐待検証シートの改正に向けて 

4. 地域移行等意向確認者ネットワーク会議構築に向けて 

場所：上田市ふれあい福祉センター2階 市民ホール 

第 3回 

1月 28日 

・県自立支援協議会権利擁護部会事務局田中氏をアドバイザーに迎え、圏域内虐待案件

についての検証を実施。 

1. 障がい者虐待に関する全国的な傾向と県内の対応状況について 

田中氏より令和 5年度の全国及び長野県の虐待対応調査について説明 

2. 事例検証 

上田市：3件、東御市：1件、青木村：1件 
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3. 虐待認定しなかったケースについて 

上田市：9件 

場所:上田市ふれあい福祉センター3階 訓練室 

第 4回 

2月 21日 

1. 圏域内虐待案件の検証振り返り 

2. 次年度に向けての意見交換 

場所：上田市ふれあい福祉センター2階 市民ホール 

 

■考察・来年度に向けて 

・圏域内研修の企画・運営については、昨年度の意見を踏まえて業務時間内に実施としたが、例年と

比較し、当日の欠席者や早退・遅刻者が多かった。本来全職員参加研修として実施してきたもので

あるが、コロナ禍を経て研修の目的等が薄れてきていると感じており、目的や必要性の再確認が必

要である。 

・虐待案件の検証については、今年度は委員からの意見を元に事例検証シート書式の変更を行い、新

たなシートを使用して検証を行った。実際の事例を通して意見交換ができる貴重な機会であるため、

来年度以降検証の実施方法や参加者の検討を行い、更に充実した検証となるようにしたい。 

 また、圏域内の相談通報の傾向も見えるものであるため、検証時の虐待対応についての振り返りや

課題などから次年度の圏域内研修の内容を考えていきたい。 

 

■参加機関 

行政機関 

上田市障がい者虐待防止センター本庁・真田・丸子・武石 

（上田市真田市民サービス課 係長） 

（上田市障がい者支援課 係長） 

（上田市丸子市民サービス課 係長） 

（上田市武石市民サービス課 係長） 

東御市障がい者虐待防止センター（東御市福祉課 福祉係長） 

長和町障がい者虐待防止センター（長和町町民福祉課 福祉係長） 

青木村障害者虐待防止センター（青木村住民福祉課 福祉係長） 

上田保健福祉事務所福祉課福祉係長 

福祉関係機関 上小圏域成年後見センター 

委員長 真田地域自治センター市民サービス課 係長 

事務局 上小圏域基幹相談支援センター  

 



2025年 3月 26日 

 

令和６年度 

 権利擁護委員会(差別解消) 年度報告 

テーマ 
1 

2 

M MOSH!(モッシュ)企画・運営 

関係機関・団体の差別解消についての普及・啓発活動への協力 

地域共生社会作りを目指して 

 
■

■ 

障害者虐待防止法及び障害者差別解消法の周知 

インクルージョンの推進 
 

■活動予定 

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月 

  委員会        委員会    MOSH！      委員会   

 

■活動内容 

月 活動概要 

第 1回 

5月 14日 

年度計画の確認 

 場所：上田市ふれあい福祉センター２F 市民ホール 

普及啓発 

7月 12日 

◇テーマ：「障がいは何？～障がいの“社会モデル”の考え方～」 

     体験演習① 手話講座 

     体験演習② 伝言ゲーム 

◇参加者：約 30名（上田市真田地区民生委員・児童委員協議会） 

場所：真田地域自治センター３F講堂 

普及啓発 

7月 25日 

◇テーマ：「障がいは何？～障がいの“社会モデル”の考え方～」 

     体験演習 手話講座 

◇参加者：約 100名（上田市民生委員・児童委員協議会 障がい者福祉部会） 

場所：上田文化会館ホール 

9月 12日 
福祉教育(上田市社協出前講座)と MOSH！について打合せ 

場所：上田市ふれあい福祉センター１Fロビー 

第 2回 

9月 27日 

MOSH!実施について進捗確認  

場所：上田市ふれあい福祉センター２F市民ホール 

MOSH! 

11月 

（仮）『みんなが過ごしやすい学校を考える』 

場所：未定 

12月 
MOSH! 振り返り  

場所：上田ふれあい福祉センター２F市民ホール 

第 3回 

2月 21日 

今年度の振返り 

次年度に向けて意見交換 

場所：上田ふれあい福祉センター２F市民ホール 

◇ 年間通して必要な差別解消についての普及・啓発は随時実施していく 

  



■考察・来年度に向けて 

１．MOSH！については上田市社会福祉協会と協同して実施を予定していたが、今年度は学校や企業な

どからオーダーが無く年度終了を迎えてしまった。学校は独自で地域の障がい者の方を招き、学

習する機会を設けるなど福祉教育が行われている。次年度に向け、事業の周知や広報を進めてい

きたい。 

２．関係機関や団体への差別解消についての普及・啓発については、2024年 4月 1日施行した事業者

による障がい者への合理的配慮の提供が義務化されたことを受け、圏域内の工場・企業等にチラ

シを配布し周知した。また、団体への差別解消についての学習会では、参加者から「一方的な講

義ではなく、手話やロールプレイ、疑似体験を含めることで理解が深めることができた。」と言っ

た感想や意見をいただいた。来年度も継続して活動をしていきたい。 

 

■参加機関 

行政機関 

上田市障がい者虐待防止センター本庁・真田・丸子・武石 

（上田市真田市民サービス課 係長） 

（上田市障がい者支援課 係長） 

（上田市丸子市民サービス課 係長） 

（上田市武石市民サービス課 係長） 

東御市障がい者虐待防止センター（東御市福祉課 福祉係長） 

長和町障がい者虐待防止センター（長和町町民福祉課 福祉係長） 

青木村障害者虐待防止センター（青木村住民福祉課 福祉係長） 

上田保健福祉事務所福祉課福祉係長 

福祉関係機関 
上小圏域成年後見センター 

上田市社会福祉協議会 

委員長 真田地域自治センター市民サービス課 係長 

事務局 上小圏域基幹相談支援センター  
 

 

 



権利擁護委員会

市町村

1　相談件数 3 件

2　相談者の障がい種別（重複あり）
視覚障がい 聴覚障害 盲ろう 肢体不自由 精神障がい 発達障がい

3

3　相談者の状況

個　　　人 3 団　　　体

4　相談内容

不当な差別的扱い 2 合理的配慮の不提供 1

当日資料２

令和6年4月～令和7年2月

障害を理由とする差別の禁止に関する報告

上田市

知的障がい 難病 その他



2025年 3月 26日 

令和６年度 

地域生活移行専門部会 年度報告 

テーマ 

1地域生活支援体制整備に関する取り組み（実践事例検討） 

2精神障がい者ピアサポートに関する取り組み（ピアサポートのスキルアップ） 

3居住確保に関する取り組み（多職種連携の推進） 

上小圏域第 7期障害福祉計画重点施策の該当項目 

 
■地域移行支援体制の強化に向けて、ピアサポーターの活動や医療機関との連携を図り

ます。 

 

■活動予定 

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月 

  ピア  部会  事例  ピア  部会  ピア  居住  
事例
ピア 

 ピア  部会   

ピア…ピアの集い（研修含む） 事例…事例検討  居住…居住確保 

■活動内容 

開催月 活動概要 

5月 20日 

精神障がい者ピアサポートに関する取り組み 

第 1回上小ピアサポートの会こもれびの集い 

参加者）メンバー7名、関係者 2名、事務局 5名 

内容）近況報告、今年度の活動について など 

場所：上田合同庁舎 6階講堂 

第 1回 

6月 10日 

今年度の計画について 

1. 地域生活支援体制整備に関する取り組み 

2. 精神障がい者ピアサポートに関する取り組み 

3. 居住確保に関する取り組み 

 場所：上田合同庁舎南棟 

6月 24日 

居住確保に関する取り組み 

参加者）長野県宅地建物取引業協会上田支部 理事 3名 

部会長、事務局 2名 

内容）合同勉強会へ向けての話し合い 

場所：長野県宅地建物取引業協会上田支部本部 

7月 1日 

地域生活支援体制整備に関する取り組み 

参加者）23名（行政、医療機関＊、一般相談支援事業所、障がい者事業所、部会員 

＊医療機関には退院後生活環境相談員も含む） 

内容）入退院を繰り返しながら地域生活を送る精神障がい者の事例検討 

   事例提供者 基幹相談支援センター（事務局） 

場所：上田合同庁舎 6階講堂 

7月 2日 

居住確保に関する取り組み 

参加者）全日本不動産協会長野県本部上小地区 代表 1名  事務局 1名 

内容） 合同勉強会へ向けての話し合い  

場所：全日本不動産協会長野県本部上小地区 

7月 12日 

精神障がい者ピアサポートに関する取り組み 

長野大学 障がい者福祉講義  

発表者）勝見 和幸 氏（上小ピアサポートの会こもれび） 

    金井 秋雄 氏（メンタルサポートそよかぜ病院デイケア） 



参加者）長野大学社会福祉学部社会福祉学科 相馬大祐准教授 

長野大学社会福祉学部社会福祉学科 学生 100名 

メンタルサポートそよかぜ病院 職員 3名 

長野大学 職員 1名 

事務局 2名 

内容） 体験談の発表、質疑応答 など 

場所：長野大学 

8月 19日 

精神障がい者ピアサポートに関する取り組み 

第２回上小ピアサポートの会こもれびの集い 

参加者）カナンピアスタッフ 3名、メンバー5名、関係者 2名、事務局 4名、実習生 1名 

内容）地域活動支援センターカナン見学、交流 など 

場所：地域活動支援センターカナン 

第 2回 

9月 9日 

１．地域生活支援体制整備に関する取り組み（事例の振り返りと次回へ向けて） 

２．精神障がい者ピアサポートに関する取り組み（集いの報告および研修会について） 

３．居住確保に関する取り組み（合同勉強会に向けて） 

場所：上田合同庁舎南棟 

10月 21日 

精神障がい者ピアサポートに関する取り組み 

第 3回上小ピアサポートの会こもれびの集い 

参加者）メンバー6名、関係者 3名、事務局 4名 

内容）活動報告、ピアサポートスキルアップ研修について など 

場所：上田合同庁舎 6階講堂 

11月 11日 

居住確保に関する取り組み 居住関係者との勉強会  

共催：上田保健福祉事務所および長野県宅地建物取引業協会上田支部 

参加者）40名（長野県宅地建物取引業協会上田支部、全日本不動産協会長野県本部上小

地区、県および市町村公営住宅担当者、施設連絡協議会、長野県上田建設事務

所、精神科病院、指定一般相談支援事業所、部会員） 

内容）・入居保証、生活支援事業について など 

   長野県社会福祉協議会 相談事業支援センター 清水 瑞樹 氏 

   上田市社会福祉協議会 上田市生活就労支援センター  

              まいさぽ上田所長 内山 聡也 氏 

   ・意見交換（グループワーク） 

場所：上田合同庁舎 6階講堂 

12月 9日 

地域生活支援体制整備に関する取り組み 

参加者）25名（行政、医療機関＊、一般相談支援事業所、障がい者事業所、部会員 

＊医療機関には退院後生活環境相談員も含む） 

内容）入退院を繰り返しながら地域生活を送る精神障がい者の事例検討 

   事例提供者 丸子地域自治センター 市民サービス課（部会員） 

場所：上田合同庁舎 6階講堂 

12月 16日 

精神障がい者ピアサポートに関する取り組み ピアサポートスキルアップ研修  

共催：上田保健福祉事務所 

参加者）45名（当時者、行政機関、医療機関、一般相談支援事業所、障がい者支援事業

所、部会員など佐久圏域からの参加者も含む） 

内容）・ピアポートによる体験談 

    上小ピアサポートの会こもれび 勝見 和幸 氏 

   ・講演『ピアサポートの実践について 南信での取り組みなど』 

    NPO法人子ども・若者サポートはみんぐ 若者の居場所「おるら」スタッフ 



    長野県ピアサポートネットワーク会員  

当事者団体「ピア南信しあわせの種」等メンバー 高橋 泰宏 氏 

   ・意見交換 など 

場所：上田合同庁舎 6階講堂 

1月 20日 

精神障がい者ピアサポートに関する取り組み 

第４回上小ピアサポートの会こもれびの集い 

参加者）メンバー6名、関係者 1名、事務局 5名 

内容）活動報告、ピアサポートスキルアップ研修の振り返り、 

来年度の活動についてについて など 

場所：上田合同庁舎 6階講堂 

第 3回 

2月 10日 

活動報告および今年度の振り返り 

１．地域生活支援体制整備に関する取り組み（事例の振り返りと来年度へ向けて） 

２．精神障がい者ピアサポートに関する取り組み 

（集いおよび研修の報告および振り返り、来年度へ向けて） 

３．居住確保に関する取り組み（合同勉強会の振り返りと来年度へ向けて） 

場所：上田合同庁舎南棟 

2月 12日 

 

居住確保に関する取り組み 

参加者）長野県宅地建物取引業協会上田支部 理事 3名 

部会長、事務局 2名 

内容）合同勉強会の振り返りと、来年度へ向けて 

場所：長野県宅地建物取引業協会上田支部本部 

2月 12日 

 

居住確保に関する取り組み 

参加者）全日本不動産協会長野県本部上小地区 代表 1名  事務局 1名 

内容） 合同勉強会の振り返りと、来年度へ向けて  

場所：全日本不動産協会長野県本部上小地区 

 

■考察・来年度に向けて 

1.地域生活支援体制整備に関する取り組み（実践事例検討）では、2回の事例検討を行った。事務局と

部会員からの事例提出とした。事例の共有や事例提出者への共感が高かった。相談支援専門員が検

討会を引っ張って行っていただき、日頃人材育成部会による機能強化の GSVや相談支援実施教育 OJT

体制整備事業の実績の成果だと思われる。また、積極的にご参加いただいた精神科病院の退院後生

活環境相談員からは、「楽しかった。他職種との事例検討が新鮮であった。病院からも事例を出した

い」という意見が出された。次年度は精神科病院へもアプローチし、事例提出も検討したい。 

2.精神障がい者ピアサポートに関する取り組み（ピアサポートのスキルアップ）では、上小ピアサポ

ートの会こもれびメンバーより、もっと勉強したいとの意見を受け、ピアサポートのスキルアップ

研修を行った。こもれびからも体験談を話す機会を作り、こもれびの存在を周知する良い機会とな

った。また、参加していただいたピアの方からは、居場所が欲しい希望がでていたが、地域活動支

援センターの存在をあまり知られていない可能性もあり、周知が必要と思われる。ピアの活動につ

いては、引き続き、細く長く続けられるよう取り組んでいきたい。 

3.居住確保に関する取り組み（多職種連携の推進）では、R3年度実施の住宅関係者へのアンケート調

査から、顔を合わせた勉強会を継続し実施できている。参加者の目的はそれぞれではあるが、普段

かかわりの少ない住宅関係者と顔を合わせての話し合いは、今回も有意義な時間となった。今回の

勉強会に出席いただけていない住宅関係者からは、精神障がい者に対する差別的な発言があり、県



へ伝えさせてもらっている。 

全体として、啓発活動も視野に入れているため、部会の取り組みを通して、精神障がい者に対する理

解の促進も図っていきたい。 

 

■参加機関 

福祉事業所 
相談支援事業所相談支援専門員（指定特定相談支援事業所、指定一般相談支援事業所） 

福祉サービス事業所職員 

医療機関 精神科病院精神保健福祉士、退院後生活環境相談員 

当事者団体 精神障がい者家族会 

行政機関 

上小圏域内 

市町村（保健）福祉関係課担当者 

上田保健福祉事務所福祉課担当者、健康づくり支援課担当者 

その他・テ

ーマに応じ

ての参加者 

長野県宅地建物取引業協会、県および市町村公営住宅住宅課、全日本不動産協会、 

上小地区障がい者施設連絡協議会、上田市生活就労支援センター、 

上小ピアサポートの会こもれび など 

委員長 長和町町民福祉課 係長 

事務局 
長野県上田保健福祉事務所健康づくり支援課 

上小圏域基幹相談支援センター  

 



令和６年度 上小圏域自立支援協議会 地域生活移行部会                               別紙１ 

第 1回事例検討会アンケート 結果 
令和 6年 7月 1日 

長野県上田合同庁舎 6階講堂 

 

＊事例提出者 基幹相談支援センター 

 事例内容 入退院を繰り返しながら、地域で生活する精神障がい者が、 

近隣者と上手く付き合っていくためには？ 

 

1． 所属 

ア、行政（福祉、保健）７名  イ、医療機関６名  ウ、一般相談支援事業所６名 

エ、障害者支援事業所２名   オ、その他（ 家族会 ）1名 （1名 2ヶ所〇あり） 

２． 事例検討会について 

ア、大変良かった８名  イ、良かった１０名  ウ、ふつう１名   

エ、あまり良くなかった 0名  オ、未回答 2名 

行政, 7

医療機関, 6

一般相談支援事…

障がい支援事業所, 2

その他, 1

大変良かった, 8

良かった, 10

ふつう, 1
未回答, 2



意見・感想等 抜粋 

 

・地域で暮らすというテーマで、ご本人の病状への支援だけでなく、同時に地域へのアプローチも必要という

部分がよく分かりました。多くのつながりを作る支援を心掛けたいと思います。 

・本人の希望を支援していくことと、近所から苦情が来ているものについてご自身でも考えを改めていく、マ

ナーを持ってもらう事の必要性を思いました。地域で住み続けることは思っているより大変なことだなと思

いました。 

・地域で生活していく上で、地域の住民の方の理解を得ていくことの難しさがよく分かりました。同時に支援

者の方々の努力や工夫がとても伝わる事例でした。本人の強みを生かしながら、1 つ 1 つ課題をクリアして

いくことが大事だと思います。 

・参加者がなれていなかった感があった。 

・多職種での事例検討ができ、様々なアイデアがでて良かった。 

・様々な職種が集まって検討できる機会に参加できることは、自己研鑽にもなるため、地域にとっても、各専

門職個人にとっても有意義だと思います。 

・地域、行政、病院がバランスよく配置されていて、それぞれの方面からの意見を聞くことができて勉強にな

りました。地域で、家で生活したいという希望を尊重しつつ、それであれば本人にはどこをどのように頑張

ってもらうのかなど一緒に検討していくことの大切さを感じました。 

 

３． 事例検討会で取り上げて欲しいこと、要望 抜粋 

・高齢の親と障害を持つ子との 2人暮らしなど、親亡き後をどう考えるか？というケース 

・病院内での困難事例を知りたい 

 

４． その他 抜粋 

・地域代表の意見も聞いてみたい（民生委員など） 

・地域生活移行の概念を整理し、関係者が共通理解を持てるようにして欲しい 

  



行政, 6人

医療機関, 5人

一般相談支援事業所, 6人

障がい者支援事業所, 1人
その他, 1人

大変よかった, 

6良かった, 

12

ふつう, 1
あまり良くなかった, 0

令和６年度 上小圏域自立支援協議会 地域生活移行部会                       別紙２ 

第２回事例検討会アンケート 
                              令和 6年 12月 9日 

                          長野県上田合同庁舎 6階講堂 

 

＊事例提供者 丸子地域自治センター市民サービス課 

 事例内容  入退院を繰り返しながら、地域生活を送られている精神障がい者が、 

支援者との関係を絶ってしまうため、今後の生活が心配。 

 

１ 所属 

ア、行政（６名） イ、医療機関（５名） ウ、一般相談支援事業所（６名）  

エ、障害者支援事業所（１名） オ、その他  （１名）    

 

 

２ 事例検討会について 

ア、大変よかった（６名）     イ、良かった（12名）   

ウ、ふつう   （１名）      エ、あまり良くなかった（０名）    

 



 

【意見や感想】抜粋 

・多くの支援者が経験している困り事を抱えた事例だったので、他の参加者がどのように対応しているかや、

自分以外にも悩みながら支援していることが分かりました。 

・同じような事例を経験しているところだったので、今回のグループワークで共有できたり、案を聞けたりし

て、とてもためになり、励まされました。なかなか振り返ったりする時間もない中で、色々な視点から話し

合え、貴重な時間でした。 

・行政の立場の方の事例検討は初めてだったので、いろいろな立場からの意見を聞くことができて、勉強にな

りました。 

・訪問看護、ヘルパーステーション等の参加があればよかった。単なる“アイディア”を言い合うだけでなく、

深めた話ができた。 

・事例提供者がもう少し、ご本人との関わりがあって欲しかったと思いました。 

・行政の立場で事例を出してもらい、グループ回すのも行政の方なので、分かる面もあり、気持ち等共有でき

てよかった。 

・似たようなケースがあり、1 つ 1 つの思い浮かんだことを試していこうと思った。その際には、関係者で連

携していきたい。 

 

３ 事例検討会で取り上げて欲しいこと、要望 抜粋 

・今回と逆で、支援者に依存しているパターンはありますか。 

 

４ その他 抜粋 

・病院に入院中で、退院先が困難な方を相談させてください。 

 

 

 

事例検討会 まとめと考察 

 

部会員以外に、一般相談支援事業所の相談支援専門員や、医療機関から退院後生活環境相談員にもご参加いた

だき、話し合いが厚みや深みのある内容となった。 

日頃から、人材育成部会で行われている機能強化の GSVや相談支援実施教育 OJT体制整備事業に参加されてい

る相談支援専門員により、話し合いを引っ張って行っていただけた。 

入退院を繰り返しながら、地域へ戻られた患者さんが、どの様に地域で生活されているのかを、精神科病院の

職員に知ってもらう機会となった。また、日頃のかかわりとは違った形で行政職員と病院職員が顔合わせをし

たことにより、相談しやすくなったという声もある。 

質問に答えられなかったり、今後の支援がより良いものになるためにも、事例報告者は 1人に限らず、同じ支

援チームの担当者にもお声掛けの必要性も感じた。 

事例検討会の回数を重ねることで、事例検討に慣れていない方々にも、慣れて行っていただきたい。 

 

 

  



行政

13%

医療機関

19%

一般相談支援事業所

3%

障がい者支援事業所

34%

ピア（当事者）

22%

その他

9%

令和６年度 ピアサポートスキルアップ研修 アンケート集計結果      別紙３ 

参加者 43名（うち事務局５名） 

 

 

１ 所属 

ア、行政（４名） イ、医療機関（６名） ウ、一般相談支援事業所（１名）  

エ、障害者支援事業所（11名） オ、ピア（当事者）（７名） カ、その他（３名）  

 

 

 

２ 研修内容について 

①ピアサポートによる体験談 

ア、 参考になった（32名） イ、難しかった（０名） ウ、どちらでもない（０名） 

 
  

参考になった

100%



【意見・感想】  抜粋 

・自身の症状悪化時の話を聞き、当事者だからこそ、耳を傾けてくれることもあると思った。 

・当事者から語られる病気の実態や、支援者の関わり方のあり方について参考になることがたくさんありまし

た。ピアサポーターになる＝役割となると考えると、1つのピアサポーターのあり方なのかなと思いました。 

・肩書きがあることが自信となったという言葉が心に残った。その方のストレングスを活かして、役割がある

ことの大切さに改めて気づくことができた。 

・お話しいただいたこれまでのストーリーが脳内で再生されるほど、ありありとしていました。今後、私も味

のある語りがしてみたいものです。参考になりました。 

・今まで自分自身があまり「ピアサポートやリカバリー」についてうまく説明できていないところがあったの

ですが、今日のお話を聞いて、腑に落ちるところがたくさんあり勉強になりました。 

〈その他〉 

・当事者同士の繋がりで生きる意味を、生きていてもいいのだと自然に思える場があることがとても良いと思

えました。 

・様々な情報収集が出来て、参加して、良かったと思いました。又、チームでグループワークも出来、他の人

のお話も聞けて参考になりました。 

 

 

②講演 

ア、 参考になった（32名） イ、難しかった（０名） ウ、どちらでもない（０名） 

 

 

【意見・感想】 抜粋 

・経験者として当事者と関わる際の声掛けについて、選択肢と情報を提供するというスタンスが大切だと思っ

た。 

・ピアサポートは語ることや、体験の共有が主になるとイメージがありましたが、今回の内容からそれ以外で

も得意なことを活かす内容などもあって、ピアの活動の幅を知ることが出来ました。病気以外でも色々な関

わり方ができると知るきっかけになりました。 

・幅広い活動がとても刺激になりました。長く繋がり、関わりをもつためのセルフケアの部分。自身との折り

合いのつけ方が参考になりました。 

・ピアサポート活動から地域おこしというところにまで繋がるのだと気付けた。 

・高橋さんの優しい語り口がすごく心地よくて、話の内容がすっと入ってきて、あっという間の一時間でした。

幅広く精力的に活動されていてすごいなと思いました。 

 

参考になった

100%



３ 今後のピアサポートの活動について等、ご意見 抜粋 

・グループの中に当事者の方が何名もおられました。ピアサポート研修有無問わず、興味のある方がアクセス

できるような窓口をお示しいただけると良いと思います。 

・上小圏域で活動している方の詳細や相談窓口が分かれば、教えていただきたいです。 

・今回、メンバーさんがピアに興味があるとのことで参加させていただきました。メンバーからこのような相

談を受けられたことに、メンバーの成長を感じています。今回タイミングよく、この研修に参加でき、とて

もよい経験になりました。ありがとうございました。 

・自分の住んでいる上田市（または周辺地域）のピアサポートについて、もっと知りたくなりました。そして、

知識を高めていきたいと思いました。 

・当事者として色々な経験をしていく中で、ピアサポーターとして活動をしたいというのが目標です。身近な

地域でも気軽に活動できる場があると良いと思いました。 

・健常者と障害者、その垣根がなるべくなくなるようにしたい。 

・東信地区においても、南信地区での活動を参考に、ピアサポートやピア種活動をもう少し積極的に活動が進

んでいったら嬉しいです。よろしくお願いします。又、ピアの方達が安心して活動できる状況（体調や状況）

も考慮していただけたらと思います。 

 

 

まとめと考察 

定期的に行われている、”上小ピアサポートの会こもれび“の集いから「ピアサポートの学び直しがしたい」

「ピアサポートの活躍の場を知りたい」「ピアサポートはどのように役立てるのか」というご希望から、今回

の研修を行った。上小ピアサポートの会は、細々と行っている活動ではあるが、上小にもピアの会があること

を知っていただく良い機会となった。ただし、思いのほか、ピアの方々の集まる場の情報が行き届いておらず、

地域活動支援センターの情報がもっと行き届けばよいと思う。高橋さんの講演では、ピアの方はもとより、関

係者も勇気づけられる内容であった。どの様にピアの方を支えていくのかの点について、関係者からの話も聞

きたいとの意見がでている。ピアサポートの会を細く長く継続しつつ、更に活躍できる場が提供できるように

していきたい。 

  



大変良かっ

た, 11

良かった, 15

ふつう, 3

あまり良くなかった, 

0

精神障がい者の居住確保に関する合同勉強会 アンケート集計結果       別紙 4 

参加者 42名（うち講師２名、事務局４名） 

 

 

１ 所属 

①住宅関係（６名） ②医療機関（５名） ③相談支援機関（９名）  

④行政機関（７名） ④その他  （１名）  無記入      （２名）    計 30名 

 

 

２ 勉強会の内容について 

① 大変よかった（１１名）     ②良かった          （１５名）   

③ ふつう   （３名）        ④あまり良くなかった（０名）    無記入（１名） 

 

  

住宅関係, 6

医療機関, 5

相談支援機関, 9

行政機関, 7

その他, 1



３ 勉強会についての意見や感想 抜粋 

・パワーポイントがよくまとめられていて、参考になりました。意見交換は、もう少し時間を使って話が聞き

たい。 

・まいさぽの取り組みについて、知ることができた。 

・福祉医療関係者と不動産業者の意見交換の機会は少ないので、貴重な機会だと思います。社協（まいさぽ）

のお話しも制度が徐々に活用できている実態を知れて良かったです。制度のさらなる活用が望まれます。私

自身も２ケース支援いただき助かりました。 

・入居保証事業、生活支援事業の概要を理解することができました。今後の支援にいかしていこうと思います。 

・グループワークの話し合いの内容の方向性がみえなかった。（収穫が少なかった） 

・生活困窮者とは、生活困窮者自立支援制度、まいさぽとは…初めて参加させていただいたので、１から分か

りやすくお話いただいてとても分かりやすかったです。 

・貸し手、借り手それぞれの心配や希望が聞けて良かったです。 

・まいさぽの事業説明と利用の方法については、大変参考になりました。グループワークと、後の発表につい

ては、毎回やるべきか？検討いただきたいです。（やめても良いのでは…） 

・自分の立場で今後できることはなにか。生活支援や体制づくりなど考え直すきっかけとなった。情報共有の

必要性を感じましたし、参考になった。具体事例が分かりやすく、イメージができた。 

・資料がみやすく、また内容が分かりやすくて良かったです。入居保証については、生活保護の方も同じよう

なことで困難なことがあるかと思うので、使用できると良いと思います。民間アパートに入居される場合は、

仲介業者、オーナー様に保健師さんからクライシスプランの説明があると安心だと思います。 

 

４ 今後、勉強会で取り上げてほしいことや学びたいこと 

・関わったことがある（今も継続中）身としては、精神障がいそのものではなく、「続かなさ加減」に困って

います。特に、せっかく就労しても職場に行かなかったり、ひきこもりになって家賃滞納したりと、社会的

信用を自ら失う行為をする人がいて、そういう人達に強制的に通院、その他をしていただく制度がないと続

かないと思います。 

・今後、増える事案なので引き続きお願いします。 

 

 

まとめと考察 

 勉強会を積み重ねるごとに、それぞれが目的をもって参加されており、グループワークが濃密になっていっ

ている。終了後に、職種を超えて名刺交換されている場面が多く見られた。ただし、勉強会やグループワーク

の目的が行き届いていなかった参加者もいたため、残念な意見がでており、改めて目的をお伝えしていく必要

がある。また、安心して貸し借りできるには何が必要かという所に対しての意見が出て来なかったため、住宅

関係者との話し合いは必要と思われる。来年度は、何か形にできるものを一緒に作り上げて行きたい。 

 



2025年 3月 26日 

 

令和６年度 

療育・発達専門部会 年度報告 

テーマ 

1障がい児(者)の支援体制分析・点検 

2療育・発達障がい支援に関する圏域課題の検討（実践事例検討） 

3発達障がいに関する支援スキルの向上を図る  

上小圏域第 7期障害福祉計画重点施策の該当項目 

 

■障がい児の地域社会への参加・包容を推進するため、圏域内児童発達支援センターと

協議の場での検討を行います。 

■強度行動障がいを有する障がい児者のニーズ実態を把握し、支援体制の強化に向けた

協議を進めます。 

■協議会の各専門部会等における個別事例の検討を積み重ね、地域の課題を共有し福祉

サービス基盤整備を推進します。 

 

■活動予定 

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月 

  部会      研修    部会    部会  研修  部会   

  強專    研修    研修    強專        強專   

                           強專：強度行動障がい支援専門チーム会議 

 

■活動内容 

開催月 活動概要 

第 1回 

5月 8日 

令和 6年度 活動計画について 

1.Q-SACCSについて説明 

2.Q-SACCS研修会について 

                場所：上田市ふれあい福祉センター２F 市民ホール 

研修会 

8月 1日 

◇研修テーマ：「発達障害の地域支援体制整備～Q-SACCSと地域ケアパス～」 

講 師：本田 秀夫 氏 

（信州大学医学部子どものこころの発達医学教室 教授） 

（長野県発達障がい情報・支援センター 所長） 

◇演 習：市町村ごとに Q-SACCSを用いて地域の強みを発見しよう 

◇参加者：44名（各市町村の福祉・保育・母子保健・教育・その他） 

◇内 容：・神経発達症の診断の発生率について 

     ・インターフェイスのある支援システムについて 

場所：ひとまちげんき・健康プラザうえだ 多目的ホール 

第 2回 

10月 9日 

障がい児(者)の支援体制分析・点検のまとめ 

1.Q-SACCS研修会振返り 

2.障がい児の支援体制について 

→不登校児童の居場所および保護者フォローについての課題 

場所：上田市ふれあい福祉センター２F 市民ホール 

 



第 3回 

12月 6日 

療育・発達障がい支援に関する課題の検討 

1.事例検討：20代家居、母子密着が強く支援の介入が困難なケース 

2.事例検討振返り 

場所：上田市ふれあい福祉センター２F 市民ホール 

研修会 

1月 20日 

  24日 

◇研修テーマ：「インクルーシブ保育とは～保育所等支援事業からの提案～」 

講 師：飯島 尚高 氏 

（NPO法人たんと。理事長） 

（上小圏域強度行動障がい支援アドバイザー） 

 

1/20 ：参加者：61名（保育士、保健師、OT等） 

1/24 ：参加者：66名（保育士、行政等） 

 

 

第 4回 

2月 21日 

令和 6年度 活動報告・振返り 

  1.障がい児支援体制整備について（Q-SACCSおよび事例の振返り） 

2.来年度の活動について 

3.本会報告について 

場所：上田市ふれあい福祉センター２F 市民ホール 

 

■考察・来年度に向けて 

１ Q-SACCSを用いることで圏域内各市町村の障がい児支援体制を見える化できた。これまで障がい福

祉分野以外の母子保健や教育、医療といった他領域分野の取り組みを知る機会が無かったため、発

達障がい児支援体制全体の状況を把握することができた。次のステップとして、各市町村の Q-SACCS

をケアパスに繋げていきたい。 

２ 発達障がいに関する課題ケースの事例検討を行った。成人のケースを通して幼少期の支援の在り方 

や重要性を再認識する機会となった。職種が違うメンバーや関わる対象年齢が違うメンバーでの事

例検討の効果として、ライフステージに応じた発達障がい支援のイメージを得ることができ、見通

しをもって今必要な支援を考えることができる。今後も事例検討の機会を設けていきたい。 

３ 発達障がいに関する支援スキルの向上を目的に、圏域内の保育士を対象とした研修会を開催した。 

圏域内の児童発達センター入園希望が増加する中、地域保育園のインクルーシブの推進にあたり、 

まず保育現場でできることは何か気づくきっかけとった。 

 

■参加機関 

行政機関 

青木村住民福祉課 係長 
上田市発達相談センター 係長 

上田市障がい者支援課 担当者 
上田市真田地域自治センター 市民サービス課 担当者 

上田市丸子地域自治センター 市民サービス課 担当者 
上田市武石地域自治センター 市民サービス課 担当者 
東御市健康福祉部子ども支援課 係長 
東御市子どもサポートセンター 担当者 
長和町町民福祉課 係長 



上田保健福祉事務所  

福祉事業所 
社会福祉法人カルディア会 上田いずみ園 
社会福祉法人上田明照会 蓮の音こども園 

部会長 
副部会長 

青木村住民福祉課 係長 
東御市健康福祉部子ども支援課 係長 

事務局 上小圏域基幹相談支援センター  

 

 

【強度行動障がい支援専門チーム会議】 

開催月 活動概要 

第 1回 
5月 14日 

令和 6年度 活動計画について 
                場所：上田市ふれあい福祉センター２F 市民ホール 

第 2回 
7月 2日 

研修会打合せ 
場所：上田市ふれあい福祉センター２F 市民ホール 

研修会 
7月 12日 

◇研修テーマ：「こどもの行動の見立て方」 
講師：飯島 尚高 氏 

（NPO法人たんと。理事長/上小圏域強度行動障がい支援専門チーム） 
◇参加者：38名 
（児童に係わる事業所の管理者、児発管、児童指導員、支援員、OT、相談支援専門員、行政 等） 

◇内 容：・行動の見立てから具体的な支援方針・支援策の立て方 
     ・データの取り方と分析方法 

場所：上田市ふれあい福祉センター３F 訓練室 

第 3回 

8月 30日 

研修会打合せ 

場所：上田市ふれあい福祉センター２F 市民ホール 

研修会 
9月 18日 

◇研修テーマ：「行動障がい支援の基本」 
     講師：宮原 哲史 氏 

（NPO法人シャイン代表理事/上小圏域強度行動障がい支援専門チーム） 
◇演 習：グループワーク 
◇参加者：25名 
（児童に係わる事業所の管理者、児発管、児童指導員、支援員、OT、相談支援専門員、行政 等） 

◇内 容：・行動が持つ意味の理解と共有の仕方 
     ・支援を統一する方法 

場所：上田市役所南庁舎５F 503会議室 

第 4回 
10月 1日 

事例検討会打合せ 

場所：上田市ふれあい福祉センター２F 市民ホール 

事例検討会

11月 8日 

◇これまでの研修を活かした事例検討会について 
  講師：石川 直行 氏 
（社会福祉法人樅ノ木福祉会/上小圏域強度行動障がい支援
専門チーム） 
◇事例検討：癇癪、暴言・暴力がある児童のケース 
◇グループワーク 
◇参加者：17 名（児童に係わる事業所の管理者、児発管、児童指導
員、支援員 等） 
場所：上田市役所南庁舎５F 503会議室 

第 5回 

1月 14日 

実践報告会打合せ 

場所：上田市ふれあい福祉センター 



 

 

実践報告会

2月 5日 

◇実践報告 1：「行動障がいがある方の支援～ミライエの取り組み」 

報告者和久井 翔太 氏 

(放課後等ディサービスミライエ 主任・児童発達支援管理責任
者／上小圏域強度行動障がい支援専門チーム） 

  
◇実践報告 2：「Aさんが落ち着いて暮らせるように～思い込み
からの早退～」 
 報告者：矢上 篤志 氏 
(社会福祉法人りんどう信濃会上田悠生／上小圏域強度行動障
がい支援専門チーム) 
 
◇参加者：26名 
（児童に係わる事業所の管理者、児発管、児童指導員、支援員、OT、PT、

相談支援専門員、行政 等） 

場所：上田市役所南庁舎５F 503会議室 

第 6回 

3月 5日 

令和 6年度 活動報告・振返り 

場所：上田市ふれあい福祉センター２F 市民ホール 

 

■考察・来年度に向けて 

〇 障がい程度の重さによって施設や事業所の受入れ状況が変わる現状の中、特に強度行動障がいがあ

ると受け入れは極めて困難になるのが実態。専門チームでは「強度行動障がいにさせない支援の普

及」をモットーに、適切な支援の提供ができる人材育成のための研修会を開催した一年だった。“強

度行動障がいとは…”認識のバラつきに驚いたこと。“なぜそういう行動になるのか”分析するため

のデータ収集が不十分であるがために、自信が持てない支援を続けている現場の虚しさを感じたこ

と。今後も丁寧に伝え、一緒に考える研修を重ねていきたい。 

〇 他の事業所ではどんな支援をしているのか知りたいという要望の声が多くあった。次年度も事例検

討会の開催を考えていきたい。 

 

 

■参加機関(強度行動障がい支援専門チーム) 

福祉事業所 

NPO法人たんと 

NPO法人シャイン 

社会福祉法人かりがね福祉会 

社会福祉法人りんどう信濃会 

社会福祉法人樅ノ木福祉会 

部会長 青木村住民福祉課 係長 

事務局 上小圏域基幹相談支援センター  

 



2025年 3月 26日 

令和６年度 

就労支援専門部会 年度報告 

テーマ 

1 

 

 

2 

 

 

3 

就職困難性を抱える方の就職及び定着促進【就労支援者研修】 

就労支援員の支援力アップと地域内の交流を深める為、支援機関向けの研修会を年２

回開催する。 

職場の理解促進【中小企業雇用管理担当者研修】 

障がい者の正しい理解や受入れに対して必要な知識や対応スキルを身につけるための

研修を開催する。 

「障がい者雇用に関する事業所アンケート(令和３年度実施)」に基づき、企業等を訪問

し好事例の収集を行い、情報還元をする。 

上小圏域第 7期障害福祉計画重点施策の該当項目 

 
■ 一般就労への定着支援体制の強化及び就労アセスメントを含む就労選択支援事業に係

る協議の場を設置し、 基盤整備の推進を図ります 

 

■活動実績 

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月 

    部会  企業研修    ワ  企業研修  
支援者研修 

ワ 
 
部会 

支援者研修 
 ワ  部会   

ワ：就労選択支援ワーキング 

■活動内容 
 
【就労支援部会】 

開催月 活動概要 

第 1回 

6月 7日 

1. 令和 5年度活動報告 

2. 令和 6年度活動計画について 

3. ハローワーク上田管内の雇用情勢について 

4. 各支援機関より事業内容の説明及び報告 他 

(出席者 28名)                     場所：上田市ふれあい福祉センター2階大会議室 

第 2回 

12月 5日 

１．令和 6年度就労支援専門部会 中間報告      

２．各就労支援機関より報告等  

ハローワーク上田・メビウスマーリン（事業内容等）・地域振興局（事業内容等）  

＊第 2回就労支援者研修同時開催 

 (出席者 20名)                     場所：上田市ふれあい福祉センター2階大会議室 

第 3回 

2月 25日 

令和 6年度活動報告 

就労選択支援ワーキング報告 

ハローワーク上田管内の雇用状況について 

各事業所より状況報告 

意見交換「一般企業における職場定着について」 

場所：上田市ふれあい福祉センター2階大会議室                   

 

 



 

【就労支援者研修】 

開催月 活動概要 

11月 7日 

第 1回就労支援者研修 

テーマ『支援者のあり方が利用者の望む未来を切り拓く Vol.1 

講師：合同会社リベレイター組織開発コンサルタント 白石真樹氏  

対象：就労支援員・生活支援員・職業指導員・就労支援部会員 

参加者：17名 

 場所：上田市ふれあい福祉センター2階大会議室 

12月 5日 

第 2回就労支援者研修 

テーマ『支援者のあり方が利用者の望む未来を切り拓く Vol.2 

講師：合同会社リベレイター組織開発コンサルタント 白石真樹氏  

対象：就労支援員・生活支援員・職業指導員・就労支援部会員 

参加者：22名 

場所：上田市ふれあい福祉センター2階大会議室 

 

 

【中小企業雇用管理担当者研修】 

開催月 活動概要 

7月 22日 

第 1回障がい者雇用管理担当者研修会 

テーマ①法定雇用率・助成金について 

講師：上田公共職業安定所雇用指導官 池田洋一氏 

テーマ②長野障害者職業センターの事業主支援 

講 師：長野障害者職業センター所長 野澤紀子氏 

 

令和 6年 4月に民間企業の法定雇用率は 2.5％に引き上げ

られた。令和 7年 4月には除外率が引き下げられる。これ

らの制度改定の説明及び関係する助成金等についての研

修をおこなった。 

 

参加企業：26社（31名）＋関係機関 11名 

場所：上田市ふれあい福祉センター2階大会議室 

10月 30日 

第 2回障がい者雇用管理担当者研修会 

テーマ：多様な人材活用で労働力不足を解消 

～ダイバーシティを知る、学ぶ、実践する～ 

講師：NPO法人 ArrowArrow代表 海野千尋氏 

 

法定雇用率の引き上げにより、多くの企業が障害者採用の

変革や拡大を求められている。今研修はダイバーシティ、

インクルージョン等、多様な人材活用という視点でグルー

プワークを取り入れた。 

 

 

参加企業：5社（6名）＋関係機関 13名 

場所：上田市ふれあい福祉センター2階大会議室 

              
                 

                                  
                                  
                                  
                                  
       

                                  

                          

     

                 

     
                                     
          

                          
                      

            

        

                 
            

          

                     
              

       



 

【就労選択支援ワーキング】 

開催月 活動概要 

第 1回 

9月 5日 

就労選択支援事業概要（資料の読み合わせ）           

場所：上田市ふれあい福祉センター2階市民ふれあいホール 

第 2回 

11月 19日 

勉強会 

県就労支援部会長による情報提供 

意見交換など 

場所：上田市ふれあい福祉センター2階市民ふれあいホール 

第 3回 

1月 28日 

地域の課題の抽出及び意見交換 

場所：上田市ふれあい福祉センター2階市民ふれあいホール                   

 

◎就労選択支援ワーキングの目的 

令和 7年度に創設される「就労選択支援事業」の事業概要を理解するとともに、地域における課題を抽

出し、課題解決に向けて意見交換をする。また、関係機関との情報共有を図り、新制度創設に備える。 

◎今年度のねらい 

地域課題の把握・情報共有・（課題解決） 

障害者総合支援法の改正により、「就労アセスメント」の手法を活用した支援が制度化されるが（令和

７年 10月施行）、現時点では事業内容についての情報がなかなか得られていない。ワーキングを通じ 

①制度の概要②就労アセスメントシートの内容③地域の課題等について情報共有・意見交換をおこな

い、新制度創設に備える。 

◎ワーキングメンバー 

就労支援専門部会部会長・就労支援専門部会副部会長・上田保健福祉事務所・上田養護学校・就労移行

支援事業所（2事業所）・SHAKE（4名） 計 10名 

 

 

■考察・次年度に向けて 

就労支援部会では障がいのある方が長く働き続けられるために必要な環境作りを行っている。 

テーマ①就労支援者研修は、今後に向けて特に重点的な取り組みが必要であるという認識から開催

数を増やしている。今年度は更に連続研修を行うことで、持続的なスキルの向上、実践的な応用につ

ながるような取り組みを行った。研修に参加することで互いに交流し、関係を築き、情報や意見の交

換をおこなうことができた。次年度においても研修内容を吟味し、研修開催の必要性を感じている。 

テーマ②中小企業雇用管理担当者研修は、今年度においても 2回開催した。令和 6年 4月に障害者

の法定雇用率の引上げがあり、企業においては障害者の採用を増やすことや職場環境の整備、従業員

全体の理解を深めるための教育やトレーニングが求められている。政府や自治体からの支援や補助金

制度等について、ハローワーク上田・長野障害者職業センターから講師を招へいし、研修を行った。

研修テーマへの反響が高く、26社（31名）の企業が参加された。次年度においても研修内容を吟味

し、研修開催の必要性を感じている。 

テーマ③企業への定着訪問、支援相談に応じ、課題への対応策等を助言してきた。また、圏域の企

業で取り組んでいる業務の切り出し方法や職場の対応など多くの好事例を知ることができた。それら

をまとめ企業や支援機関に還元していくことをテーマに掲げていたが、未達成となった。次年度にお

いては、障害者雇用の好事例について情報の還元を図りたい。 

  



 

■参加機関 

福祉・就労

支援機関 

若者サポートステーション、上田市生活就労支援センター、 

東御市生活就労支援センター、就労定着支援事業所、就労移行支援事業所、就労継続支

援Ａ型事業所、就労継続支援Ｂ型事業所 

医療機関 千曲荘病院 鹿教湯病院 三才山病院 

教育機関 長野県上田養護学校、長野県佐久技術専門校、長野大学 

行政機関 

長野県上田保健福祉事務所福祉課、長野県上田地域振興局、長野県長野地域振興局、 

上田市福祉部障がい者支援課、上田市丸子地域自治センター市民サービス課、 

上田市真田自治センター市民サービス課、上田市武石地域自治センター市民サービス課、

上田市商工観光部地域雇用推進課、東御市福祉部福祉課、長和町町民福祉課、 

青木村住民福祉課 

部会長 

副部会長 

東御市健康福祉部福祉課福祉援護係 係長 

上田公共職業安定所 就職促進指導官 

事務局 上小圏域障害者就業・生活支援センターSHAKE 

 















2025年 3月 26日 

令和６年度 

 人材育成専門部会 年度報告 

テーマ 

1 

2 

3 

相談支援専門員の質の向上を目指した圏域内 OJT実施と検証【意思決定支援】 

相談支援体制強化に向けた検討 

主任相談支援専門員のスキルアップ研修を踏まえたスーパーバイザー養成 

上小圏域第 7期障害福祉計画重点施策の該当項目 

 
■ 圏域内におけるケアマネジメント検証とスーパービジョンによる OJT 体制を継続実

施し、支援の質の向上を図ります。 

 

■活動予定 

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月 

連絡会  部会    部会  説明会  OJT  
部会 

OJT 
 
部会

OJT 
 OJT  OJT  部会   

 

■活動内容 

開催月 活動概要 

機能強化型 

連絡会 

4月 24日 

令和 6年度 機能強化型サービス支援費申請事業所連絡会 

1. 令和 5年度 実践の振り返り及び各事業所の体制状況の共有 

2. 令和 6年度 報酬改定および地域生活支援拠点登録について 

3. 実地教育に関する実施方法の整理・説明 

場所：上田市ふれあい福祉センター 2階 大会議室 

第 1回 

5月 22日 

1. 令和 6年度 人材育成専門部会 年間計画の検討及び部会員の紹介 

2. 令和 6年度 長野県相談支援従事者研修に向けた情報共有 

3. 主任相談支援専門員 スキルアップ研修について 

 場所：上田市ふれあい福祉センター 2階 市民ホール 

第 2回 

7月 26日 

1. 令和 6年度 長野県相談支援従事者初任者研修 内容及び実習対応に向けて 

2. 相談支援 OJT体制整備事業の具体的実施に向けた検討および検証方法について 

3. 令和 6年度 主任相談支援専門員 推薦の検討 

場所：上田市ふれあい福祉センター 2階 市民ホール  

説明会 

8月 6日 

令和 6年度 相談支援実地教育 OJT体制整備事業 実施に向けた説明会 

場所：上田市ふれあい福祉センター 2階 市民ホール 

第 3回 

10月 2日 

1. 令和 6年度 長野県相談支援従事者初任者研修実習の振り返り 

2. 令和 6年度 長野県相談支援従事者現任研修 実施に向けて 

3. 相談支援 OJT体制整備事業の中間評価 

4. 上小圏域における相談支援体制強化に向けた実際と検討 

場所：上田市ふれあい福祉センター 2階 市民ホール 

 

  



第 4回 

11月 27日 

1. 令和 6年度 相談支援実地教育（OJT）体制整備事業 中間評価および 

 上小圏域における相談支援体制強化について 

 ・第 3回までを終えた振り返り 

 ・主任相談支援専門員 スキルアップ研修 報告 

 ・下半期 上小圏域相談支援事業所 事業指定情報 

 

2. 令和 6年度 長野県相談支援従事者 現任研修 実習②について 

場所：上田市ふれあい福祉センター 2階 市民ホール 

第 5回 

2月 14日 

1. 令和 6年度 長野県相談支援従事者 現任研修 実習②の振り返り 

2. 令和 6年度 相談支援実地教育 OJT体制整備事業 振り返り 及び 評価方法の 

検討 

3. 令和 6年度 人材育成専門部会 振り返り 

令和 7年度 機能強化型サービス支援費申請事業所 連絡会日程について 

 

場所：上田市ふれあい福祉センター 2階 市民ホール 

R6年 9月 

| 

R7年 1月 

相談支援 OJT体制整備事業の実施 

令和 6年 9月から令和 7年 1月（5か月）の間、月 1回の OJT実施 

（全相談支援事業所対象） 

場所：上田市ふれあい福祉センター・上田市役所会議室・東御市勤労者会館 他 

 

■考察・来年度に向けて 

・他圏域や他地域では相談支援事業所の休止や相談支援専門員の不足などが課題となっている中、上

小圏域においては機能強化型サービス支援費の申請を進める事業所が多く、全体の半数が機能強化型

（相談支援専門員の専任）の指定を取った年度であり、相談支援の質の向上に向けた相談支援実地教

育 OJT体制整備事業も 4年目を迎え、参加率や内容の充実した年度であった。グループスーパービジ

ョンは主任相談支援専門員の提案によりスキルアップ研修を企画・実施出来たことなど、スーパーバ

イザーの自己研鑽の機会を設けることが出来た。また、OJT の内容や評価方法についても活発な議論

が行われている。 

・法定研修の実習についても、告示内容や研修カリキュラムの事前学習会を行い、内容の充実を図る

ことが出来た。 

・次年度は相談支援の質の評価方法のスケールなど、専門的知見も頂戴しながら進めていきたい。 

 

 

■参加機関 

福祉事業所 

主任相談支援専門員5名 

（相談支援事業所やすらぎ・相談支援センターほっと・ムネマル相談支援センター 

・つつじ・清泰会相談支援事業所） 

行政機関 

上田市障がい者支援課 

東御市福祉課 

長和町町民福祉課 

青木村住民福祉課 

部会長 丸子地域自治センター市民サービス課 係長 

事務局 上小圏域基幹相談支援センター  
 



2025年 3月 26日 

令和６年度 

運営委員会 年度報告 

テーマ 

1 

2 

3 

4 

5 

上小圏域障がい者自立支援協議会・本会運営及び各委員会の運営 

第 7期障害福祉計画/第 3期障害児福祉計画の進捗管理 

強度行動障害支援体制の整備に向けた検討システムの構築 

各委員会・専門部会からの課題検討の整理と検討 

長野県自立支援協議会との連動 

日中支援型グループホームの評価の実施 

上小圏域第 7期障害福祉計画重点施策の該当項目 

 

■ 

 

■ 

 

■ 

 

■ 

地域生活支援拠点の強化に向けて、拠点機能を担う事業者登録の推進と地域定着支援

台帳整備の更なる推進を図ります。 

精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向け、多職種連携会議に係

る協議の場の設置を推進します。 

強度行動障がいを有する障がい児者のニーズ実態を把握し、支援体制の強化に向けた

協議を進めます。 

医療的ケア児等の児童発達支援事業や放課後等デイサービスの更なる基盤整備を図

ります。 

 

■活動予定 

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月 

委員会  
委員会 
協議会 

   委員会    委員会  
委員会 
協議会 

   委員会    委員会  
委員会 
協議会 

 

■活動内容 

開催月 活動概要 

第 1回 

4月 19日 

1. 令和 6年度 運営委員会事業計画 

2. 令和 6年度 協議会組織体制の検討 

場所：上田市ふれあい福祉センター市民ホール 

第 2回 

5月 14日 

第 51回 上小圏域障がい者自立支援協議会 本会内容の検討 

     場所：上田市ふれあい福祉センター市民ホール 

5月 27日 第 51回 上小圏域障がい者自立支援協議会 本会    場所：上田合同庁舎 南棟 

第 3回 

7月 19日 

第 51回 上小圏域障がい者自立支援協議会 本会の振り返り 

場所：上田市ふれあい福祉センター市民ホール 

第 4回 

9月 27日 

第 52回 本会の運営について 

福祉計画の進捗報告・各委員会・専門部会からの報告内容及び課題等の確認   

上小圏域災害時緊急連絡通報訓練（9月 28日 土曜日午前） 

住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律等の一部を改正共有 

場所：上田市ふれあい福祉センター市民ホール 

10月 28日 
第 52回 上小圏域障がい者自立支援協議会 本会             

場所：上田合同庁舎 6階 講堂 



 

第 5回 

12月 18日 

長野県への中間報告内容について/重点施策等の最終報告に向けて 

第 52回本会の振り返り               

場所：上田市ふれあい福祉センター市民ホール 

第 6回 

2月 21日 

第 53回 本会の運営について 

令和 6年度 運営委員会の振り返りと次年度に向けて 

中核機能強化加算の申請の協議会の承認方法について 

強度行動障害事業者アンケート・ヒアリング状況の中間報告 

日中支援型グループホームの訪問調査（評価）報告について 

サービス等利用計画の利用者の同意署名について 

場所：上田市ふれあい福祉センター市民ホール 

3月 26日 
第 53回 上小圏域障がい者自立支援協議会 本会      

場所：上田合同庁舎 6階 講堂 

 

■考察・来年度に向けて 

 福祉計画の作成年度は、毎月もしくは月数回の開催で、開催回数が多い前年度と比較すれば、一定

の期間ごとの開催となった年であった。 

 全ての委員会・専門部会での議論の内容や課題、推進状況などが網羅できる運営委員会であり、協

議会全体を見渡せる会議となっており、情報共有できる場として位置づいていると感じている。 

 

 強度行動障害に関する委員会の設置も、先ずは実態把握年度として位置付けたため、調査協力や主

計・分析については、運営委員会において周知・検討する場として１年目は役割を果たした。次年度

は、強度行動障害支援体制整備検討委員会に置いて、圏域課題の本格的な検討に入ってもらう予定で

います。 

 

 上小圏域の本会については、令和 7 年度より圏域の住民にも活動や検討状況を周知できる公開での

開催を目指していくことをご提案したい。それにより、当事者や当事者家族、支援機関にも、これま

で以上に協議会への理解と現状を把握して頂けると思います。先ずは、本会傍聴希望者やと報道機関

にも会場にお越しいただけるようになれればと感じます。 

  

 次年度からは、協議会全体（本会・各委員会・各専門部会）の会議録に関しても、精度高いＡＩの

活用を導入し、事務局負担や効率化を図りながら協議会の発展と充実に向けて行ければと検討してい

ます。 

 

■参加機関 

行政機関 

上田市障がい者支援課 係長 2名 

上田市丸子地域自治センター市民サービス課 係長 

上田市真田地域自治センター市民サービス課 係長 

東御市福祉課 係長 

東御市こども家庭支援課 係長 

長和町町民福祉課 係長 

青木村住民福祉課 係長 

委員長 長野県上田保健福祉事務所 福祉課係長 

事務局 上小圏域基幹相談支援センター  
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令和７年３月２６日 

 

中核機能強化事業所加算の申請の協議会の承認方法（案） 

 

上小圏域障がい者自立支援協議会 運営委員会 

 

 

１．目的 

 

上小圏域の第３期障がい児福祉計画の目標としてインクルージョン推進を目指しています。一方、令和

６年度障害福祉サービス等報酬改定においては、児童発達支援センターの中核機能の発揮を促進する観

点から、各市町村において、地域の中核的役割を果たす機関として位置付けられました。専門人材を配

置して地域の関係機関と連携した支援の取組を進めるため「中核機能強化加算」を創設された。 

 

 

【４つの機能】 

① 幅広い高度な専門性に基づく発達支援・家族支援機能 

② 地域の障害児支援事業所に対するスーパーバイズ・コンサルテーション機能 

③ 地域のインクルージョン推進の中核機能 

④ 地域の発達支援に関する入口としての相談機能 

 

 

２．中核機能強化事業所の選定の流れについて 

 

【選定の要件】 

１．自立支援協議会（療育発達部会・医療的ケア児支援連携推進委員会）への参画 

２．自治体から事業の受託実績がある事業所 

３．既に市町村との連携の下で、地域の中核的な役割を市町村が認めた事業所 

４．地域障害児支援体制中核拠点登録適合チェックリスト内容を実施すること 

 

【制定の流れと圏域協議会の役割】 

本加算の趣旨や要件・中核機能強化事業所としての役割等について、各市町村が説明し登録の意志

を確認し、各市町村障がい福祉担当課において承認を得て、長野県への申請し、加算事業所としての

指定を受ける。 

上小圏域障がい者自立協議会においては、中核機能強化事業所の加算指定を受けて、協議会本会に

おいて、４つの機能を担う事業所として周知を図り、地域実践へとつなげていく。 

 



 

2025年 3月 26日 

 

令和６年度 

医療的ケア児等支援連携推進委員会 年度報告 

テーマ 

1 

2 

3 

4 

5 

医療的ケア児者の災害時個別避難計画作成モデル事業 

医療的ケア児者支援スキルアップ研修（医療的ケア児等総合支援事業タイアップ） 

医療的ケア児等への医療職の人材育成と支援体制の整備 

医療的ケア児等の避難行動要支援者名簿の更新（10月） 

発達支援とインクルーシブ支援体制に向けた検討 

上小圏域第 7期障害福祉計画・第 3期障害児福祉計画の重点施策の該当項目 

 ■ 医療的ケア児等の児童発達支援や放課後デイサービスの更なる基盤整備を図ります。 

 

■活動予定 

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月 

事務局 
会議 

 委員会      研修  委員会          委員会   

 
 

■活動内容 

開催月 活動概要 

第 1回 

4月 30日 

1.事務局会議 

 ア）令和 6年度医療的ケア児等支援連携推進委員会事業計画の素案検討 

2.委員会開催準備 

3.第 51回協議会本会報告について 

 場所：ごきげんスペースうえだ 

第 2回 

5月 22日 

1.委員会全体会 

 ア）令和 6年度事業計画の検討 

2.災害時個別避難計画の作成に向けて 

3.第 7期障害福祉計画/第 3期障害児福祉計画の推進に向けて 

4.ご家族への応援パンフレットの更新について 

 場所：上田市西部公民館 

第 3回 

 9月 12日 

1. 医療的ケア児等を対象とした災害発生時の避難受入シミュレーション(訓練) 

2. 停電を想定した EV車両からの事業所電源の復旧（呼吸器電源の確保）訓練 

場所：ごきげんスペースうえだ 

第 4回 

9月 27日 

1.事例検討 

ア）災害時個別避難計画の作成モデル事例の検討 

2.第 52回協議会本会報告について 

3.医療的ケア児等避難行動要支援者名簿の更新 

                     場所：上田市ふれあい福祉センター   

 



 

第 5回 

11月 3日 

1. 令和 6年度医療的ケア児等支援者スキルアップ研修 

【医療的ケア児の災害対策】 長野県医療的ケア児等支援センター（予定） 

 場所：ひとまちげんき・健康プラザうえだ 2階 多目的ホール  

第 6回 

2月 12日 

1.第 53回協議会本会報告について 

 ア）災害時個別避難計画・避難マニュアルの様式報告 

イ）第３回委員会【医療的ケア児等に係る圏域研修（災害時支援）】報告 

ウ）令和 6年度医療的ケア児等コーディネーター活動報告 

エ）令和６年度医療的ケア児等総合支援促進事業「ごきげんスペースうえだ」活動報 

  告（研修アンケート結果報告を含む） 

オ）第 53回協議会本会への委員会報告について 

 場所：上田市ふれあい福祉センター 

随 時 臨時コア会議・年度計画に基づく事務局会議など 
 

 

■考察・来年度に向けて 

医療的ケア児の災害時個別避難計画を、令和 7年度に作成を推進し、個別で避難訓練が実施できる

ための方策を検討し、全員に避難計画が届けられる実践を進める必要がある。 

圏域研修（医療的ケア児への支援者の人材育成）に関しては、委員参加も含めて開催日を平日・休

祭日など、参加しやすい曜日の検討を行って頂くように依頼した。 

県立こども病院など、基幹病院と地域との連携については、引き続き現場レベルでの情報共有やケ

ースを通じた会議等での情報共有を図り、継続して連携システムを検討していく必要がある。長野県

全県でのシステムに関しては、長野県医療的ケア児センターへ協議会を通じて依頼している状況もあ

り、上小の連携周知パンフレットは、継続更新して次年度も活用を促して行ければと感じている。 

 

 

■参加機関 

医療機関 
病院(MSW ・ OT ・ PT ・ ST) 

訪問看護ステーション 

福祉事業所 

医療的ケア児者への通所・短期入所事業所 

訪問入浴サービス事業所居宅介護支援事業所 

相談支援事業所（重症心身障がい児者担当者） 

行政機関 

長野県上田保健福祉事務所福祉課 

長野県上田保健福祉事務所健康づくり支援課 

市町村障害福祉児童担当者 

市町村保健師 

委員長 上田市障がい者支援課 係長 

事務局 
上小圏域基幹相談支援センター 

医療的ケア児等コーディネーター 
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令和６年度 医療的ケア児等総合支援事業 事業報告 
                                    令和６年 2月 12 日 

                               ごきげんスペースうえだ 

                                  管理者 市川美穂 

 

【支援事業の内容】 

（１）事業所等における看護職員等の配置（「医療的ケア児等コーディネーター」の配置） 

ア 事業所等における医療的ケア児への医療的ケア等の実施 

イ 医療的ケア児とその家族等への支援（相談支援・レスパイト・きょうだい支援等） 

ウ 医療的ケアに従事する看護職員等への医療的ケア等の支援者の育成 

エ その他、市町村が必要と認めた事業 

（２）事業所等への医療的ケア等を行う看護職員の派遣 

 

（１）事業所等における看護職員等の配置（「医療的ケア児等コーディネーター」の配置） 

看護師（管理者兼務）1名、相談支援専門員 1名の計 2名を医療的コーディネーターとして配置  

（2025 年 1 月末現在） 

【事業所配置職員】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 事業所等における医療的ケア児への医療的ケア等の実施          （2025 年 1月末現在） 

（ ）内は医療的ケア児者 

 

 

 

 

職 種 人 数 

看護師 ６名 

リハビリ（PT） ３名 

保育士 １名 

学校教諭 ２名 

サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者 １名 

相談支援専門員 １名 

支援員 ２名 

 令和７年度 予定          令和６年度 令和５年度 

登録利用者数 28 名（25 名）            28 名（25 名） 20 名（18 名） 

上 田 市 24 名（22 名）        24 名（21 名） 18 名（16 名） 

東 御 市 2 名（２名）            2 名（2名） 1 名（1名） 

長 和 町 １名（１名） 1 名（1名） ０名 

青 木 村 １名（１名）           1 名（1名） 1 名（1名） 

 令和７年度 予定          令和６年度 令和５年度 

児童発達支援 10 名（9名） 10 名（9名） 5 名（5名） 

放課後等デイサービス 
12 名（11 名） 

児童発達から放デイへ 
12 名（10 名） 11 名（9名） 

生活介護 7 名（６名） 
6 名（5名） 
放デイより生活へ 

4 名（4名） 



【医療的ケアの状況】 

 

（ ）内の数字は３月、4月、5 月胃ろう・気切の手術予定者 
・ 放課後等デイサービス利用者 1名 児童発達支援利用者１名 計２名 逝去 

 

イ 医療的ケア児とその家族等への支援（相談支援・レスパイト・きょうだい支援等） 

【みんなでごきげん（保護者サロン）】 

回 開催日 テーマ 担 当 

第6回 
令和 6年 6月 14 日(日) 
13 時 30 分～15 時 

ごきげん 2号・ミスト浴槽 
見学体験会 
フリートーク 

ごきげんスペースうえだ  
市川 

第7回 
令和 6年 10 月 6日(日) 
13 時 30 分～15 時 

V2H システムと電気自動車によ
る給電体験 
上田市役所 障がい者支援課 
原係長さん・大木さんとの懇談 

ごきげんスペースうえだ  
神谷 

第8回 
令和 7年 3月 2日(日) 
13 時 30 分～15 時 

茶話会 
スペシャルゲストとおいしい
お菓子を食べながらトークを
楽しみましょう！ 

ゲスト 
こどもクリニックこもろ 
院長  島崎 英 医師 

      ・ 第 6．7 回 坂城町より１名参加  
・ 第 6回 上田市より利用者ではない重心の保護者の方１名参加 

 

【相談支援】 

・ 利用者に変化（身体・精神的）があった時の受診について等の相談アドバイス 

・ 支援会議への参加  29 回 

・ 利用者の病状等に関する医療機関との連携会議  3 回 

・ 往診元医療機関・基幹病院・こども病院・行政・相談員等関係各所との連携  

・ 在宅療養中の児宅訪問（保健師・相談員同行）  3 回  

 

【レスパイト・きょうだい支援】 

・ 定期利用日以外にも、きょうだいの保育園、学校行事、受診などによる利用希望がある場合に、臨時

受入れを実施 

・ きょうだい、家族の受診や体調面に関する相談等に対応  

・ 訪問診療を利用されている利用者について、利用日にごきげんにおいて往診を受入れ 

・ 利用者の情報提供の実施 

・ 悪性腫瘍再発児の利用受入れ（家人が付き添うことで利用可とした） 

・ 長期休業時にごきげんで実施する行事等への家人やきょうだいの参加（希望があったが、兄弟は体

調不良のため当日欠席 家人は２名参加） 

  

医療的ケアの内容 令和 7年度 予定 令和６年度 令和５年度 

人工呼吸器 3 名 4 名 2 名 
気管切開カニューレ・人口鼻管理 7 名（1名） 8 名 6 名 

酸素管理 
（酸素ボンベ・モニタリング・酸素濃縮器） 

2 名 3 名 2 名 

気管内吸引 7 名（1名） 8 名 6 名 
口鼻腔吸引 14 名（1名） 14 名 10 名 

経鼻胃管管理・注入 3 名 6 名 3 名 
胃ろう管理・注入 12 名（2名） 14 名 10 名 

血糖管理（血糖測定・リブレ管理 
・低血糖対応・インスリン注射等） 

2 名 2 名 2 名 

けいれん・てんかん発作等の対応 
（観察・座薬等） 

11 名 8 名 7 名 

膀胱瘻・導尿 0 名 2 名 0 名 



ウ 医療的ケアに従事する看護職員等への医療的ケア等の支援者の育成 

【研修の開催】 

   〇 上小圏域医療的ケア児等総合支援事業による研修 

   ・ テーマ  「医療的ケア児等の災害対策 ～各地の避難訓練の経験を踏まえて～」 

   ・ 開催日  令和 6年 11 月 3日 

   ・ 講 師  長野県健康福祉部 障がい者支援課 

          医療的ケア児等支援センター 副センター長  亀井智泉氏 

        参加者 32 名（内３名 Web 参加）  

  〇 川辺保育園保育士を対象とした経鼻経管栄養に関する研修会 

      参加者 5 名 

【上田養護学校 学校看護師との連携】 

  ・ 学校長期休業時にごきげんスペースうえだの臨時職員として勤務 

  ・ 養護学校生徒を中心に医ケア、療育、リハビリについて情報交換、提供を実施 

・ 利用者の連絡ノートを通じて、他事業所との情報交換、提供、共有を実施 
 

【事業所看護職員研修】 

・ 8 月 てんかん研修  ２月 呼吸器研修 

・ 通年 新しい医ケアについては手技獲得ができるように、随時事業所内研修を実施 

     

【全職員対象研修】 

  ・ ８月 救命救急研修  11 月 胃管について  １月 誤嚥、窒息時の対応について     
  

【上田市つむぎの家との交流】 

  ・ つむぎの家の移転、ごきげん新事業所の開設に伴い、双方の事業所見学を実施 
 

エ その他、市町村が必要と認めた事業 

・ 医療的ケア児等支援連携推進委員会 事務局会 参加 

・ ごきげんスペースうえだ 2号（新館）を４月に開設、５月末より本格稼働   

６月よりミスト浴槽の利用を開始（利用者：生活介護４名、放デイ４名）  

・ ごきげんスペースうえだ 1号（旧館）を新たな用途に変更 

         上田市医療的ケア児等災害対応サポート事業の拠点として活用 V2H 配備 

利用者が多い時の活動の場、長期休業時のイベント、支援会議、保護者会等に活用 

・ ごきげんスペースの定員を、定員 5名から６名へ１名増員（８月） 

・ 災害サポートセンター 

医療的ケア児等を対象とした停電発生時の避難受入れのためのシュミレーション 

訓練を実施（９月） 
 

（２）事業所等への医療的ケア等を行う看護職員の派遣 

    今年度は派遣実績なし 

 

【 課 題 】 

   ・ 現在、土曜日については毎週開所しているが、利用希望者が少なく、またキャンセルが多いため、

土曜日は１日平均２名程度の利用に留まっている。 

職員の働き方の改善も考慮し、来年度から土曜日の開所日については、月２回としていくことを

検討する。 

  ・ 医療的ケア児等支援者研修について、さらに多くの参加者を得ることができるように、企画につ

いて検討していく。 

 



【ミスト浴槽】           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者サロン】 

第 6 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7 回 



2025年 3月 26日 

令和６年度 

障がい児者地域包括ケアシステム検討委員会 年度報告 

テーマ 

1 

2 

3 

4 

5 

市町村包括エリア毎の連携強化に向け、全体会の開催（年 2回） 

包括支援センター毎の障がい児者の相談支援・市町村との個別ケース会議開催 

地域住民との連携するための取り組みの模索 

65歳移行期障がい者の説明の推進（60歳～65歳以降リストの作成） 

居宅介護事業所の実態調査やケアマネジャーとの連携の体制整備の検討 

上小圏域第 7期障害福祉計画重点施策の該当項目 

 
■ 精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向け、多職種連携会議に係る協

議の場の設置を推進します。 
 

■活動予定 ※上田市全体会 

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月 

事務局
会議 

 委員会  
包括
訪問 

 
包括
訪問 

             委員会   

 

■活動内容 

開催月 活動概要 

上田市 

5月 1日 

令和 6年度事業計画案の検討 

ア）地域包括エリア担当者の選任 

イ）第 1回全体会の開催内容の検討 

 場所：上田市役所 

上田市 

第１回 

5月 21日 

 

第 2回 

2月 17日 

1. 第 1回上田市障がい児者地域包括ケアシステム検討委員会（全体会議）  

ア）令和 6年度委員会計画 

イ）令和 5年度の事業報告 

ウ）障害福祉制度改正（報酬改定）に伴う情報提供 

 

2.地域包括エリア毎のネットワーク会議並びに各包括支援センター訪問調整 

（１） 令和 6年度 障がい児者包括ケアシステム検討委員会本会報告について 

（２） 令和 6年度 包括支援センターとの会議・研修等の活動連携中間報告について 

（３） 令和 6年度の振り返りと次年度に向けて（包括エリア毎のグループワーク） 

場所：上田市役所 

東御市 

連絡会 

連携会議 

東御市障がい児者地域包括ケアシステム検討委員会（全体会議） 

ア）民間介護・福祉事業所連絡会【定例会】【研修会】 

イ）多職種連携会議（医師・看護師・ケアマネ・リハ専門職・薬剤師・介護職）【定例会】 

             場所：東御市役所 

長和町 

毎月開催 

長和町障がい児者地域包括ケアシステム検討委員会（全体会議） 

ア）毎月開催【第一月曜日 ９；３０～ 】※協議会事務局参加 5月 2月 

場所：長和町役場 

青木村 

青木村障がい児者地域包括ケアシステム検討委員会（全体会議） 

ア）65歳移行者リストの共有及び課題検討 

場所：青木村役場 



■考察・来年度に向けて 

 全体会では、事例検討の重要性と高齢介護と相談支援専門員の研修体制を保活エリア研修に周知参

加調整へのより強化が求められています。 

 制度利用の狭間や制度併用利用に関するケース共有も好事例としての各種効果をもたらすと、本年

度実践で体験しています。 

 サービス利用の無いケースの共有方法の検討が必要。特に災害時支援や引きこもり支援など、介護

者の高齢化や介護者が不在になってから、課題が生じてしまう恐れもあり、包括支援センターから障

害分野への情報提供が行われる地域ケア会議の開催など、機能強化していく連携体制も振り返りとし

て出された。なお、居宅介護事業所の不足（ニーズに答えられない）も圏域課題として出されている。  
 

■参加機関 

福祉事業所 

相談支援専門員 

福祉関係事業所（地域生活支援拠点登録事業所など） 
居宅介護事業所（管理者または介護支援専門員） 

医療機関 医師 精神科病院ソーシャルワーカー 看護師など 

当事者団体 精神障害者当事者団体 

地域包括支援センター 主任介護支援専門員または社会福祉士 

行政機関 
上田保健福祉事務所福祉課 
市町村障害福祉係長及び推進担当者 
市町村健康推進課保健師 

（適時参加依頼） 社会福祉協議会、市町村児童分野 

委員長 各市町村福祉係長 

事務局 上小圏域基幹相談支援センター  

 

 

 

令和 6年度  
 

【精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムに係る協議会】中間報告 
 

■活動内容 

  開催月              活動概要 

第 1回 

9月 20日 

１.第１回にも包括協議会自衛検討会 

ア）事例検討の説明 

イ）事例検討 

ウ）振り返りと総括                   場所：千曲荘病院 大会議室 

第２回 

10月 3日 

１.第１回にも包括協議会 

ア）事例検討アンケ―ト（大正製薬様より） 

イ）にも包括協議会要綱の検討 

ウ）上田市のにも包括ケアシステムつくりに向けた課題・情報共有 

場所：千曲荘病院 大会議室 

第 3回 

3月 11日 

１．第 2回にも包括協議会 メンタルヘルスに関する課題共有 

ア）課題集約について 

イ）次年度の取り組みについて 

ウ）その他意見交換 

場所：千曲荘病院 大会議室 



■参加機関 

行政機関 

上田保健福祉事務所健康づくり支援課 (課長/係長) 

上田市福祉課(課長/係長) 

上田市障がい者支援課(係長/主任) 

上田市高齢者介護課(課長/課長補佐/主査) 

上田市健康推進課(課長補佐/主査) 

上田市子育て支援課(係長) 

上田市教育委員会学校教育課(課長) 

当事者団体 上田市やまびこ会 精神障がい者家族会(会長/会計) 

福祉関係機関 
上田市社会福祉協議会地域福祉推進課・生活支援課 所長 

上小圏域基幹相談支援センター 所長/主任相談支援専門員 

事務局 

千曲荘病院会長（院長）/総師長 

千曲荘病院 ピア千曲・やすらぎ・地域移行推進室・にも包括推進室 

大塚製薬（株）地域包括推進室/医療営業部 
 


